
eト
リ
久
局
、
。
ル

第
四
十
八
巻

園

一
訪
問

考

士
口

序

言

第
一
章
『
園
語
』
と
春
秋
経
俸

第
二
章
『
園
語
』
の
紀
年

第
三
章

『
閣
語
』
の
表
現

結

語

序

ー告三・

同

第
三
挽本
卒
成
元
年
十
二
月
護
行

道

雅

- 1ー

先
秦
文
献
は
い
ず
れ
も
成
書
に
問
題
が
あ
る
が
、
『
園
語
』
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
『
左
俸
』
と
の
関
係
は
問
題
の
中
接
を
な

(
1〉

す
。
『
囲
気
回
』
の
成
書
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
太
史
公
自
序
「
左
丘
失
明
、
厩
有
園
語
」
が
初
見
で
あ
る
が
、
現
行
本
と
の
異
同
は
不
明

で
、
現
行
本
の
存
在
は
『
漢
書
』
喜
文
志
「
園
語
二
十
一
篇
、
左
丘
明
著
」
(
現
行
本
の
巻
秩
に
同
じ
)
に
よ
う
や
く
示
唆
さ
れ
、
書
誌
率
的
に

そ
の
存
在
が
推
定
で
き
る
の
は
、
襲
文
志
の
藍
本
た
る
劉
歓
『
七
略
』
の
成
立
し
た
前
漢
晩
期
で
あ
る
。

い
て
の
見
解
も
買
は
こ
の
『
漢
書
』
に
初
見
し
、
司
馬
遷
停
賛
は
、
南
書
は
左
丘
明
一
人
の
製
作
で
、
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『
園
語
』

『
左
停
』
に
異
同
あ
る
も
の
を
集
め
た

『
左
停
』
の
関
係
に
つ



422 

(

2

)

(

3

)

 

も
の
が
『
園
語
』
で
あ
る
と
す
る
(『
後
漢
書
』
班
彪
俸
に
も
同
様
の
所
設
が
み
え
る
〉
。

『
園
語
』

を
春
秋
外
俸
と
稿
す
る
の
は
、

(

4

)

 

『漢
書
』
律
暦
志
の
劉
散
読
に
み
え
、
班
彪
父
子
の
所
設
は
す
で
に
前
漢
晩
期
に
は
存
在
し
て

左
丘
明
製
作
説

に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
稿
謂
は

い
た
ら
し
い
。

左
丘
明
製
作
説
へ
の
疑
義
は
夙
に
惰
唐
よ
り
提
唱
さ
れ
、
組
匡
は
『
園
一語
』
は
左
丘
明
が

『
左
惇
』
製
作
の
際
集
め
た
材
料
の
う
ち
、

(

5

)

 

停
』
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
や
、
異
同
あ
る
も
の
を
子
弟
門
人
が
園
別
に
編
集
し
た
も
の
と
し
た
。
宋
ー
清
の
開
、
南
書
の
相
違
は
よ
り

(
6
)
(
7〉

一
書
も
均
質
で
は
な
く
、
左
丘
明

一
人
の
著
作
で
は
も
と
よ
り
あ
り
え
ぬ
と
す
る
銚
南

・
佳
述
の

=;) 

左

精
密
に
論
じ
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

読
は
『
園
語
』
の
成
書
に
つ
い
て
の
重
要
な
論
貼
で
あ
る
。

『園垣間』

清
末
公
羊
恩
一
涯
の
『
左
俸
』
劉
飲
偽
作
設
は
論
争
の
轄
機
を
も
た
ら
し
た
。
康
有
魚
は
『
左
俸
』
は
劉
飲
が
奮
本
『
園
語
』
に
取
材
し
て
偽

(

8

)

 

作
し
た
も
の
、
現
行
本
『
圏
一
語
』
は
奮
本
か
ら

『
左
俸
』
の
材
料
を
除
い
た
残
除
に
他
の
資
料
を
附
加
し
て
製
作
し
た
も
の
と
す
る
。

(
9〉

『
左
惇
』
が
戟
圏
中
期
の
成
書
た
る
こ
と
は
最
早
通
説
的
で
あ
る
。

『左

- 2 ー

停
』
偽
作
説
へ
の
批
判
は
、
す
で
に
鎌
田
正
氏
が
整
理
し
て
お
り

一
方
の
『
闇
語
』
に
つ
き
、
と
り
わ
け
そ
の

『
左
停
』
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
議
論
は
、
確
か
に
カ
ー
ル
グ
レ
ン
が
雨
書
の
言

(
叩

〉

(

日

〉

語
的
共
通
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
劃
し
以
後
の
諸
家
が
用
語

・
助
字
な
ど
よ
り
精
密
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
雨
書
の
異
同
を
強
調
す
る
と
い
っ
た
作
業

と
こ
ろ
が

の
過
程
で
、
有
放
な
腕
貼
を
多
く
提
示
し
た
が
、
雨
書
の
異
同
そ
れ
自
世
に
論
貼
を
接
小
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
加
え
て
、
専
ら
異

同
を
強
調
す
る
作
業
は
、
雨
昔一
日を
相
互
に
孤
立
さ
せ
、
そ
の
閲
係
を
却
っ
て
不
分
明
に
し
て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に
、
雨
書
の
先
後
乃
至
縫
受

(

ロ

)

閥
係
に
つ
い
て
は
、
異
同
を
強
調
す
る
作
業
で
試
み
ら
れ
て
き
た
精
徽
な
覗
貼
を
活
用
し
た
も
の
が
、
今
だ
に
依
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
左
侍
』
と
の
封
躍
が
著
し
い
周
魯
菅
楚
語
の
『
左
停
』
と
の
先
後
お
よ
び
よ
り
具
盟
的
な
成
書
年

(

日

)

『
園
語
』
全
書
が
均
質
で
な
い
と
い
う
清
代
以
来
の
論
貼
を
考
慮
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
以
下
、

如
上
の
研
究
史
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、

代
を
解
明
す
る
。
割
象
を
限
定
す
る
の
は
、

特
に
こ
と
わ
り
な
く
『
園
語
』
と
稿
す
る
は
、
こ
の
四
語
十
六
篇
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
各
輩
で
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
方
法
を
用
い
て
考
察
を
進
め
る
。
第
一
一
軍
で
は
、
春
秋
経
文

・
左
氏
解
経

・
『
公
羊
』

『
穀
梁
』
と



の
比
較
に
基
づ
き
、
『
園
語
』
の
少
な
く
と
も
或
る
部
分
が
春
秋
経
惇
よ
り
降
る
こ
と
を
論
ず
る
。
第
二
章
で
は
『
園
語
』
の
紀
年
で
『
左

停
』
と
相
違
す
る
材
料
を
検
討
し
、
こ
の
相
違
の
或
る
も
の
が
、
『
左
停
』
の
原
史
料
へ
の
改
饗
を
前
提
と
し
た
『
園
語
』
の
二
次
的
改
獲
に

由
る
こ
と
を
示
し
、
『
左
俸
』

↓

『
園
語
』
の
先
後
を
再
確
認
す
る
。
第
三
章
で
は
、
『
左
俸
』
の
み
な
ら
ず
他
の
先
秦
諸
文
献
と
『
園
語
』

の
用
字
を
比
較
し
て
、
こ
れ
ら
の
相
封
的
先
後
を
考
定
し
、
つ
い
で
避
韓
の
肢
況
に
基
づ
き
『
園
語
』
成
書
の
お
よ
そ
の
紹
封
年
代
を
推
定
す

る

第
一

章

『
園
語
』
と
春
秋
経
俸

『
左
俸
』
・

『
圏
一
語
』
の
直
接
的
比
較
に
終
始
し
た
研
究
史
に
お
い
て
、
南
書
と
春
秋
経
文
の
関
係
が
充
分
に
は
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

は
、
『
左
俸
』

・
『
園
語
』
劃
腰
部
の
大
牢
が
経
文
と
直
接
闘
係
し
な
い
惇
濁
自
の
記
事
の
部
分
に
属
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

行
本
『
左
傍
』
は
そ
れ
自
瞳
濁
立
し
た
書
物
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
経
文
の
俸
の
睦
裁
を
採
る
の
で
あ
り
、
『
左
俸
』
の
か
か
る
要
件
が
『
圏

一
詰
』
と
の
比
較
の
際
、
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
雨
書
一
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
有
数
な
多
く
の
論
貼
を
看
過
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し

- 3ー

h
-
o
 

J
'れ

『
園
語
』

(

H

)

 

ω
{魯上
二
}
荘
公
如
湾
観
祉
、

{荘
二
十
三
経
}
夏
、
公
如
斉
翻
社
、

ω
{魯上
三
}
荘
公
丹
桓
宮
之
極
、
市
刻
其
柄
、

一荘
二
十
三
|
二
十
四
経
}
秋
、
丹
桓
宮
極
、
:
:
:二
十
有
四
年
、
春
、

宮
柏
、

{左
]
秋
、
丹
桓
宮
之
極
、

:
:
:
二
十
四
年
、
春
、
刻
其
柄
、

ω
{周中
二

周
王
乃
出
居
子
鄭
、

{億
二
十
四
鰹
}
天
王
出
居
子
鄭
、

ω
【周
中
七
}
九
年
、
楚
子
入
陳
、

{宣
十
一
経
}
丁
亥
、
楚
子
入
陳
、

次
は
、

-
経
文
の
表
現
が
割
腹
す
る
事
例
で
あ
る
(
以
下
、
表
現
の
比
較
に
用
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
引
用
文
の
訓
設
は
行
わ
な
い
)
。

{左
}
二
十
三
年
、
夏
、
公
如
費
翻
社
、

王
三
月
、
刻
桓

{左
}
故
書
目
、
楚
子
入
陳
、
納
公
孫
寧

・
儀
行
父
子
陳
、
書
有

423 

躍
也
、
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一
般
に
、
同
一
の
事
件
に
つ
い
て
共
通
の
表
現
が
複
数
の
文
献
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
偶
然
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
同
組
乃

至
は
繕
受
聞
係
が
想
定
さ
れ
る
。

ωlωで
は
、
経
文
が
春
秋
期
を
扱
う
現
存
最
古
の
文
献
で
あ
る
以
上
、
少
な
く
と
も
技
術
的
に
は
経
文
↓

『
園
語
』
の
縫
受
関
係
を
想
定
し
う
る
。
問
題
は
、
『
左
停
』
が
ど
う
介
在
す
る
か
で
あ
る
。

ωー

ωで
『
左
惇
』
は
経
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

引
用
し
、
『
左
俸
』
↓
『
園
語
』
と
す
る
と
、
『
園
語
』
の
表
現
は
、
経
文
を
直
接
引
い
た
も
の
か
、
『
左
俸
』
に
よ
る
も
の
か
が
断
定
し
え

な
く
な
る
。
し
か
し
、

例

{周
中
四
、
魯
上
七
}
菅
人
執
街
成
公
開
之
子
周
、

納

{菅
八
・
十

二

諸
侯
之
大
夫
盟
子
宋
、

門
之
外
、
:
:
:
乃
盟
、

{信
二
十
八
経
}
菅
人
執
衛
侯
蹄
之
子
京
師

{左
}
執
衛
侯
蹄
之
子
京
師
、

{装
二
十
七
程
}
秋
、

七
月
辛
巳
、
豹
及
諸
侯
之
大
夫
盟
子
宋
、

{左
}
辛
巳
、

将
盟
於
宋
西

で
は
、

『
左
博
』
は
経
文
の
一
部
を
引
く
の
み
で
、

更
に
、
次
の
事
例
は
、
三
番
の
閲
係
を
考
え
る
上
で
一
示
唆
的
で
あ
る
。

仰

{魯
上
四
}
京
美
至
、
公
使
大
夫
宗
婦
蹴
用
幣
、

{荘
二
十
四
経
}

秋
、
哀
美
至
、
公
使
宗
婦
翻
用
幣
、

経
文
「
夫
人
萎
氏
入
」
を
『
左
俸
』

・
『
圏
諸
問
』
が
と
も
に
「
哀
菱
至
」
に
作
る
こ
と
は
、

『
園
語
』
が
『
左
俸
』
と
は
一
躍
濁
立
に
経
文
を
引
用
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

八
月
丁
丑
、

夫
人
菱
氏
入
、

戊
寅
、

大
夫
宗
婦
間
用
幣
、

- 4 ー

{左

夫
」
が
『
左
侍
』
に
み
え
な
い
こ
と
で

『
左
博
』
↓
『
圏
一
語
』
と
す
れ
ば

雨
書
の
纏
受
を
確
認
さ
せ
る
。

『
園
語
』
は
『
左
俸
』
を
引
用
し
つ
つ
経
文
に
操
っ
て
「
大

問
題
は

「大

『
園
語
』
が
先
行
す
る
と
す
れ
ば
、

(

日

)

一
詰
』
に
よ
る
経
文
の
直
接
引
用
は
確
買
で
あ
る
。

夫
」
を
補

っ
た
こ
と
に
な
り
、

『
左
侮
』
が

「
大
夫
」
を
削
除
し
た
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
『
園

『
圏
諸
問
』
の
経
文
引
用
を
推
測
さ
せ
る
材
料
は
以
上
に
留
ま
ら
な
い
。



ω・
納
の
「
諸
侯
之
大
夫
」
は
経
文
に
み
え
、
川
wも
隠
七
経

「膏
侯
使
其
弟
年
来
聴
」
・
桓
十
四
経
「
鄭
伯
使
其
弟
語
衆
盟
」
な
ど
を
麿
用

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
類
似
の
表
現
は
三
俸
の
他
に
は
全
く
み
ら
え
ず
、
そ
の
限
り
で
こ
れ
ら
は
本
来
的
に
経
文
濁
自
の
表
現
と
い
え
る
。

ω

「
楚
子
」
の
如
く
、
楚

・
臭
・
越
な
ど
の
君
主
を
「
子
」
と
稽
す
る
の
も
同
様
の
意
味
で
経
文
濁
自
で
あ
る
。

『
園
語
』
の
経
文
引
用
が
確
認
さ
れ
た
が
、
次
に
指
摘
す
べ
き
は
、
経
文
の
俸
と
し
て
の
『
左
俸
』
を
、

た
可
能
性
で
あ
る
。

ω!ω
及
び
切
に
つ
い
て
、

『
園
語
』
が
す
で
に
引
用
し
て
い

『左
俸
』
↓
『
園
語
』
と
す
る
と
、

『
園
語
』
が
『
左
停
』
に
擦
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
が
こ
の
場
合
、

『
左
俸
』
の
こ
れ
ら
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
経
文
の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
段
階
で

す
で
に
こ
の
『
左
停
』
は
経
文
に
従
属
す
る
「
停
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
り
直
接
に
謹
す
る
の
は
、

経
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。

M
W

【魯
上
八
}
菅
文
公
解
曹
地
以
分
諸
侯
、

曹
地
也
、

『
左
停
』
解

{億
三
十一

経
}
三
十
有

一
年
、
春
、
取
済
西
田
、

{左
}一
二
十

一
年
、
春
、
取
酒
西
田
、
分

ω
{晋七
・
三
]
始
合
諸
侯
子
虚
打
以
救
宋
、

子
禽
子
虚
打
、
謀
救
宋
也
、

{成
十
八
経
}
十
有
二
月
、
仲
孫
蔑
舎
菅
侯
、

:
:
:
同
盟
子
虚
打
、

{左
}
十
二
月
、
孟
献

- 5 ー

『
左
停
』
傍
線
部
の
解
経
が
『
圏
一
語
』
の
傍
線
部
に
劃
躍
し
て
い
る
。

『
左
俸
』
が
先
行
す
る
な
ら
ば
、
解
経
の
引
用
は
俸
と
し
て
の
『
左

俸
』
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
よ
う
。
も
っ
と
も
、
以
上
の
論
誼
過
程
で
は
、

『
左
俸
』
が
『
圏
一
語
』
を
参
照
し
て
解
経
を
作
成
し
た
と
す
る
こ
と
も
同
様
に
可
能
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、

『
左
停
』
↓
『
園
語
』
な
る
前
提
は
仮
設
の
域

を
出
ず
、

経
引
用
、
な
る
命
題
は

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
く
に
と
ど
め
よ
う
。

『
園
語
』
の
左
氏
解

と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
春
秋
停
た
る
『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』
と
『
園
語
』
と
の
関
係
は
、

た
『
公
羊
』

・
『穀
梁
』
が
そ
れ
ら
相
互
或
は
『
左
俸
』
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
研
究
さ
れ
て
き
た
開
心
の
偏
在
の
た
め
問
題
と
さ
れ
て
こ
な

『園
語
』
が
『
左
停
』
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
、
ま
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か
っ
た
が
、
賓
の
と
こ
ろ

『左
俸
』

・
『圏
一詰
』
の
闘
係
を
考
え
る
上
で
極
め
て
有
数
な
覗
貼
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
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『
園
語
』
と
『
公
羊
』

・
『
穀
梁
』
と
が
共
通
の
表
現
を
採
っ
て
同
一
の
事
件
を
記
述
す
る
事
例
が
検
出
さ
れ
る
。

ω
{周上
十
二
}
十
九
年
、
音
取
務
、

{億
二
公
}
終
値
之
道
以
取
郭
、

同

{魯
上
十
二
非
昭
穆
也
、
{
文
二
穀
}
逆
杷
則
是
無
昭
穆
也
、

M
W

{
翠
日
八
・
十
八
}
秦
后
子
来
仕
、

{昭
元
公
}
仕
諸
菅
也
、

ま
ず

『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』
が
濁
自
の
意
味
を
付
興
す
る
語
実
が
用
い
ら
れ
る
事
例
も
あ
る
。

帥
豆
日
四
・
十
一

ニ

戊
申
、
刺
懐
公
子
高
梁
、

{億
二
十
四
左
]
戊
申
、

使
殺
懐
公
子
高
梁
、

刺
之
」
に
射
す
る
『
公
羊
』

ま
た
更
に
、

こ
の

不
卒
氏
、

「
刺
之
者
何
、
殺
之
也
、
殺
之
則
易
震
謂
之
刺

「
刺
」
は
、

信
二
十
八
経
「
公
子
買
成
街
、

之
、
内
語
殺
大
夫
調
之
刺
之
也
」
の
「
刺
」
に
適
合
的
で
あ
る
。
や
や
特
殊
な
事
例
と
し
て
は
、

帥

{魯
上
八
一
菅
不
以
固
班
、
亦
必
親
先
者
、

{信
三
十
一
公
}
菅
侯
執
曹
伯
、
班
其
所
取
侵
地
子
諸
侯
也、

(
団
〉

『
公
羊
』
は
「
分
」
の
一
意
で
あ
る
。

魯
語
は

「次」

」
れ
ら
に
お
け
る
『
園
語
』
と

- 6一

が
あ
る
。
と
も
に
「
班
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』
の
針
躍
は
各
々
一
語
ず
つ
-
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
れ
が
偶
然
生
じ
た
こ
と
を
誼
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
更
に
『
園
語
』
の
表
現
が
『
公
羊
』

・
『
穀
梁
』
の
経
読
に
封
躍
す
る
事
例
も
あ
る
。

肋

{周
中
四
}
是
無
上
下
也
、

{億
三
十
穀
}
罪
紫
上
也
、

M
W

{
魯
上
五
}
其
矯
選
事
乎
(
意
注
「
選
事
、
自
選
揮
其
職
事
也
」
)
、

{
荘
二
十
八
公
}
以
魚
賦
孫
辰
之
私
行
也
、

表
現
上
の
封
躍
は
一
層
希
薄
だ
が
、
さ
り
と
て
雨
者
の
関
係
を
否
定
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
は
『
園
語
』
と
『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』

の
継
受
関
係
の
可
能
性
が
何
と
か
指
摘
さ
れ
る
程
度
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
縫
受
関
係
を
強
固
に
主
張
し
う
る
事
例
も
な
い
で
は
な
い
。

帥

{晋
語
二
・
八

{左
停
信
九
一

{公
羊
信
十
}

萄
息
日
、
昔
君
問
臣
事
君
於
我
、
我
割
以

忠
貞
、
君
目
、
何
謂
也
、
我
山
到
日
、
可
以

初
、
献
公
使
萄
息
停
翼
賛
、
公
疾
、
召
之

日
、
以
是
薮
諸
孤
、
辱
在
大
夫
、
其
若
之

献
公
病
持
死
、
謂
萄
息
日
、

土
何
如
則
可

謂
之
信
失
、
萄
息
封
日
、
使
死
者
反
生
、



利
公
室
、
カ
有
所
能
無
不
局
、
忠
也
、
葬

死
者
、
養
生
者
、
死
人
復
生
不
悔
、
生
人

不
塊
、
貞
也
、
・

既
殺
奨
再
、

立
其
弟
而
輔
之
、
萄
息
立
卓
子
、
里
克
叉

殺
卓
子
、
萄
息
死
之
、
君
子
日
、
不
食
其

言
会
、

何
、
稽
首
市
割
目
、
臣
場
其
股
肱
之
力
、

加
之
以
忠
貞
、
其
湾
、
君
之
霊
也
、
不

済
、
則
以
死
繕
之
、
公
日
、
何
調
忠
貞
、

針
目
、
公
家
之
利
、
知
無
不
潟
、
忠
也
、

遺
往
事
居
、
調
倶
無
靖
、
貞
也
、
・

里
克
殺
実
費
子
次
、
:
:
:
萄
息
賂
死
之
、

人
目
、
不
如
立
卓
子
市
輔
之
、
萄
息
立
公

子
卓
以
葬
、
十
一
月
、
里
克
殺
公
子
卓
子

朝
、
萄
息
死
之
、
君
子
日
、
詩
所
謂
白
圭

之
培
、
向
可
磨
也
、
斯
言
之
砧
、
不
可
魚

也
、
萄
息
有
鷲
、

生
者
不
塊
乎
其
言
、
則
可
謂
信
実
、

里
克
知
其
不
可
輿
謀
、
退
結
実
質
、
萄
息

立
卓
子
、
里
克
獄
卓
子
、
萄
息
死
之
、
萄

- 7ー

菅
語
が
『
左
博
』
・
『
公
羊
』
と
句
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
し
か
も
数
箇
所
に
お
い
て
封
麿
す
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
三
書
の
繕
受
関
係
が

認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
左
俸
』
・
『
公
羊
』
の
表
現
が
全
く
異
な
り
、
晋
語
に
現
象
的
に
『
左
博
』
・
『
公
羊
』
の
折
衷
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
三
書
の
先
後
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
『
左
惇
』
↓
『
園
語
』
↓
『
公
羊
』
と
す
る
と
、
『
圏
語
』
が
『
左
俸
』
を
引
用
し
つ
つ

一
部
に
改
嬰
附
加
を
施
し
、
つ
い
で
『
公
羊
』
が
、
『
圏
一語
』
が
改
援
附
加
し
た
部
分
の
み
を
排
他
的
に
採
用
し
、
『
左
停
』
の
痕
跡
を
全
く

消
去
し
た
、
と
い
う
殆
ど
あ
り
え
な
い
ほ
ど
複
雑
な
過
程
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
公
羊
』
↓
『
園
語
』
↓
『
左
停
』
或
は
『
園
語
』
↓

『
左
俸
』
・
『
公
羊
』
と
い
う
関
係
も
同
様
の
理
由
で
考
え
に
く
い
。
唯
一
想
定
し
う
る
の
は
、
先
行
す
る
『
左
俸
』
・
『
公
羊
』
を
『
圏
語
』
が

(

口

〉

折
衷
し
た
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
事
情
は
帥
ほ
ど
明
白
で
は
な
い
が
他
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
一
章
に
限
っ
て
い
え
ば
、

427 

は
春
秋
三
停
よ
り
も
降
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
先
に
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
保
留
し
て
お
い
た
『
園
語
』
の
左
氏
解

『園
語
』
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経
引
用
な
る
命
題
を
傍
誼
す
る
も
の
と
も
な
ろ
う
。

翻
っ
て
考
え
る
に
、

ω
lHWも
質
は
『
左
鱒
』
と
の
封
麿
部
を
基
調
と
し
つ
つ
、

一
部
に
『
公
羊
』

・
『
穀
梁
』
の
用
字

・
経
説
が
認
め
ら
れ

る
事
例
で
あ
り
、
同
と
同
様
の
製
作
、
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
作
業
は
、
固
よ
り
春
秋
三
侍
・

『
園
語
』

四
書
の
先
後
閥
係
を
一
般
に
規
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
が
、

『
園
語
』
が
そ
の

部
に
お
い
て
春
秋
三
俸
よ
り
降
る
こ
と
は
確
買
で
あ
ろ
う
し
、
別
の
方
法
で
『
園
語
』

-
春
秋
三
俸
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
覗
貼
を
提
供

す
る
も
の
に
は
違
い
な
い
。第

二
章

『
園
語
』
の
紀
年

現
行
本
『
左
停
』
の
睦
例
上
の
要
件
は
、
①
『
春
秋
』
の
停
、
②
年
代
記
、
た
る
こ
と
に
要
約
さ
れ
る
。
前
章
で
は
、

『
園
語
』
の
左
氏
解

控
引
用
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
本
章
で
は
、
『
左
停
」

・
『
園
語
』
の
紀
年
(
以
下
、
年

・
季
節
・
月

・干
支
な
ど
の
紀
年
的
材
料
を
一
括
し
て
か

く
稽
す
る
〉
を
比
較
検
討
の
封
象
と
す
る
。

- 8一

に
み
え
、

『
国
語
』
は
構
成
上
、
各
園
毎
に
各
章
を
率
ね
年
代
順
に
配
列
す
る
。
周
語

・
晋
語
は
紀
年
を
補
う
こ
と
が
あ
り
、

〈

同

)

猫
自
の
材
料
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
部
は
『
園
語
』
の
み

『
園
語
』
の
紀
年
の
大
牢
は
、

『
左
停
』
と
共
有
さ
れ
る
記
事
に
み
え
、

『
左
侍
』
と
矛
盾
し
な
い
。
問
題
は
、
若
干
の
『
左
停
』
と
矛
盾
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
ま
た
、
雨
蓄
の
先
後
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
も
な

る。
帥

{左
侍
倦
二
十
三
}

九
月
、
晋
恵
公
卒
、

{菅
語
四

・
十

十
月
、
恵
公
卒
、

{左
侍
億
二
十
四

春
、
王
正
月
、
秦
伯
納
之
、
:
:
・
横
河
、

園
令
狐
、

入
桑
泉
、
取

十
二
月
、

秦
伯
納
公
子
、
:
:
:
公
子
済
河
、
召
令
狐

・
臼
衰
・
桑



臼
表
、
二
月
、
甲
午
、
菅
師
寧
子
塵
柳
、
秦
伯
使
公
子
繁
如
晋

師
、
師
退
、
軍
子
部
、
辛
丑
、
狐
恒
及
秦
菅
之
大
夫
盟
子
郎
、
壬

寅
、
公
子
入
手
晋
師
、
丙
午
、
入
手
曲
沃
、
丁
未
、
朝
子
武
宮
、

戊
申
、
使
殺
懐
公
子
高
梁
、
:
:
:

月、

・:
・
:
己
丑
晦
、
公
宮
火
、

菅
侯
逆
夫
人
蔵
氏
以
野
、

泉
、
皆
降
、
:
:
:
甲
午
、
軍
子
庫
柳
、
秦
伯
使
公
子
繁
如
師
、
師

退
、
次
子
郎
、
辛
丑
、
狐
僅
及
秦
菅
大
夫
盟
子
郎
、
壬
寅
、
公
入

子
音
師
、
甲
辰
、
秦
伯
還
、
丙
午
、
入
子
曲
沃
、
丁
未
、
入
緯
、

即
位
子
武
宮
、
戊
申
、
刺
懐
公
子
高
梁
、

{
菅
語
四
・
十
一
三

及
己
丑
、
公
宮
火
、

{晋
語
四

・
十
五

元
年
春
、
公
及
夫
人
蔵
氏
至
自
玉
城
、

艶
方
の
紀
年
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
①
恵
公
卒
を
菅
語
は
十
月
、
『
左
停
』
は
九
月
と
し
、
菅
語
が
一
箇
月
遅
い
。
②
秦
伯
納
|
公
宮

火
を
、
『
左
俸
』
は
正
月
!
三
月
と
す
る
が
、
菅
語
は
十
二
月
に
お
さ
め
(
菅
語
の
「
元
年
春
」
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
)
、
こ
ち
ら
は
秦
伯
納
に
つ

い
て
菅
語
が
一
箇
月
早
い
。
①
・
②
は
南
書
が
異
質
の
相
違
を
示
し
、
別
箇
の
説
明
を
要
す
る
。
①
に
つ
い
て
買
逮
は
、

- 9ー

す
る
。
菅
は
(
魯
暦
の
)
九
月
を
(
夏
暦
の
)
十
月
と
し
て
、

(
春
秋
暦
で
は
)
閏
月
を
十
二
月
の
後
に
置
く
。
魯
の
史
官
は
(
春
秋
暦
の
)
閏
月
を
(
魯
暦
の
)
正
月
と

〈
川
口
)

(
十
月
の
後
に
)
閤
月
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

閏
と
し
て
十
八
日
が
儀
る
。

「
十
」
を
「
九
」
の
誤
と
し
た
方
が
よ
ほ
ど
通
じ
や
す
い
が
、
同
一
事
件
に
射
す
る
紀
年
の
相
違
を
、
暦
法
の

相
違
で
説
明
す
る
貼
は
注
目
に
値
す
る
。
一
世
、
『
左
俸
』
の
殊
に
菅
の
記
事
に
は
、
建
寅
夏
暦
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
散
見
す
る
。

帥
【
信
四
左
}
十
二
月
、
戊
申
、
結
子
新
城
、
一
億
五
経
】
五
年
、
春
、
菅
侯
殺
其
世
子
申
生
、

M
W

【
信
九
左
}
刊
「
刻
、
里
克
殺
公
子
卓
子
朝
、
萄
息
死
之
、
{信
十

径

劃

:

:

:
菅
里
克
試
其
君
卓
及
其
大
夫
萄
息
、

M
W

{
信
十
左
}
冬
、
:
:
:
途
殺
不
鄭
、

{億
十一

経
}
十
有
一
年
、
春
、
菅
殺
其
大
夫
本
鄭
父
、

帥
{
信
十
五
左
}
九
月
、
:
:
:
壬
氏
、
戟
子
韓
原
、

と
論
ず
る
が
傍
誼
を
得
な
い
。
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{
信
十
五
経
}
十
有
一
月
、
壬
戊
、
菅
侯
及
秦
伯
戦
子
韓
、
獲
菅
侯
、
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1 

|春秋暦(建子〉月朔 l夏暦(建寅〉月朔 | 『左侍』の換算月・干支

亥 閏12 壬戊 59 10 壬成田 正
子 正壬辰 29 11 辛卯 28 2 甲午31・辛丑38・壬寅39

丙午43・丁未44・戊中45
丑 2 辛酉 58 12 辛酉 58 3 己丑晦26
寅 3 辛卯 28 正庚寅 27 4 

表

(
初
)

・
春
秋
経
文
の
聞
に
も
看
取
さ
れ
る
。

(
幻
)

の
相
封
的
遅
延
を
来
告
の
遅
延
で
説
明
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
経
文
無
謬
に
固
執
す
る
附
舎
の
読
で
あ

る
。
経
俸
の
紀
年
は
合
致
す
る
こ
と
が
よ
り

一
般
で
、
相
違
が
、
上
掲
四
例
の
他
若
干
例
認
め
ら
れ
る
に

(

勾

〉

す
ぎ
な
い
こ
と
は
、

同
様
の
事
情
は

『竹
書
紀
年
』

『左
俸
』
は
、
経
文
の
記
載

(斉魯書l社， 1987) 137頁の復元暦による。

『
左
俸
』
が
原
史
料
を
採
用
し
た
際
、
経
文
と
合
致
す
ベ
く
そ
の
紀
年
に
贋
汎
な
整

序
を
施
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
う
し
た
覗
貼
に
立
っ
と
、
帥
の
『
左
傍
』
の
紀
年
に
封
す
る
暦
同
学
者
の
指

摘
は
重
要
で
あ
る
。

俸
に
コ
一
月
、
甲
午
、

菅
師
寧
於
腫
柳
」
と
あ
る
が
、
二
月
に
は
甲
午
が
無
く
、
以
下
(
の
干
支
)

(
幻
〉

は
い
ず
れ
も

一
箇
月
ず
れ
る
。

『
左
倖
』
の
干
支
の
復
元
春
秋
暦
と
の
矛
盾
は
、

表
1
の
如
き
換
算
の
誤
と
し
て
説
明
し
う
る
。

『左

- 10ー

俸
』
の
原
史
料
(
建
寅
夏
暦
)
は
『
左
停
』
の
正
月
|
一
一
一
月
を
十
月
l
十
二
月
に
作
っ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
春
秋
暦
(
建
子
)
に
換
算
す
る
に
は
二
箇
月
ず
つ
進
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、

『
左
俸
』
は
春
秋

暦
の
置
閣
を
看
過
し
た
た
め

一
箇
月
ず
つ
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

月
、
:
:
:
己
丑
晦
」
は
、

己
丑
が
「
晦
」
と
な
る
夏
暦
の
「
十
二
月
、

・:
・:
己
丑
晦
」
の
月
の
部
分
の
み

『
左
惇
』
の
「
一二

張培職「中園先秦史麿表』

を
改
め
た
も
の
と
し
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
。

『
左
俸
』
の
正
月

|
三
月
が
原
史
料
で
前
年
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
、

『
竹
書
紀
年
』

(
『
水
経
注
』
深

水
引
)
が

広
日
恵
公
十
有
五
年
、
秦
穆
公
率
師
、
迭
公
子
重
耳
、
園
令
狐

・
桑
泉

・
臼
衰
、
皆
降
子
秦
師
、
狐
毛
興

と

先
斡
禦
秦
、
至
於
塵
柳
、
乃
調
秦
穆
公
使
公
子
執
如
来
輿
師
言
、
退
合
、
次
於
部
、
盟
於
軍
、

『
左
侍
』
正
月
|
二
月
辛
丑
相
嘗
部
を
恵
公
十
五
年
に
繋
け
る
こ
と
に
も
傍
誼
を
得
る
。



さ
て
、
帥
に
お
け
る
『
左
俸
』

菅
語
の
最
た
る
矛
盾
は
、

『
左
俸
』
の
正
月
|
三
月
相
嘗
部
を
、
菅
語
が
十
二
月
に
納
め
る
こ
と
で
あ

『
左
停
』
の
三
月
相
嘗
部
の
み
が
十
二
月
に
繋
か
る
は
ず
で
あ
る
か

甲
午
但
↓
戊
申
却
は
十
一
月
に
繋
か
り
、

ら
、
音
語
の
こ
の
部
分
が
原
史
料
の
季
節

・
月

・
干
支
を
直
接
利
用
し
え
た
可
能
性
は
な
い
。
抑
も
、
甲
午
担
↓
己
丑
お
は
同

一
の
月
に
は
納

か
か
る
錯
誤
は
、
既
存
の
材
料
へ
の
二
次
的
改
饗
の
際
の
不
手
際
と
し
て
は
じ
め
て
理
解
し
う
る
。

る

原
史
料
〈
夏
暦
〉
で
は
、

ま
り
え
な
い
の
で
あ
る
、

そ
う
し
た
改
饗
の
よ
り
一
般
的
な
動
機
は
、
既
存
の
材
料
の
紀
年
が
、
菅
の
原
史
料
の
夏
暦
か
ら
、
他
の
暦
に
換
算
慣
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
基
づ
き
、
そ
れ
を
本
来
の
夏
暦
に
復
元
し
よ
う
と
い
う
菅
語
の
志
向
で
あ
ろ
う
。
夏
暦
を
採
る
晋
の
原
史
料
の
紀
年
が
、
他
の
暦
に
換
算
さ

れ
る
事
態
と
は
、
春
秋
暦
を
採
る
経
文
の
俸
に
青
の
原
史
料
を
用
い
る
、
正
に
そ
の
場
合
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
『
園
語
』
に
よ
る

既
存
材
料
の
紀
年
の
二
次
的
改
嬰
と
は
、
俸
と
し
て
原
史
料
の
紀
年
に
換
算
を
施
し
た
『
左
傍
』
の
『
園
語
』
に
劃
す
る
先
行
を
傍
誼
す
る
。

『
左
俸
』
に
お
い
て
干
支
の
附
さ
れ
た
記
事
の
最
も

こ
の
場
合

『
左
俸
』
の
正
月
l
三
月
相
嘗
部
が
「
十
二
月
」
に
繋
け
ら
れ
た
の
は
、

識
が
あ
っ
て
、

多
い
コ
一
月
」
に
劃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

春
秋
暦
が
建
子
で
あ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
こ
と
か
ら
、 『

左
俸
』
の
「
二
月
」
が
春
秋
暦
に
換
算
慣
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認

建
寅
夏
暦
に
復
元
す
ベ
く
畢
純
に
二
箇
月
遡
ら
せ
た
も
の
で
あ
ろ

-11一

う

し
か
し
な
が
ら
、
帥
に
限
っ
て
い
え
ば
、
菅
語
が
殊
更
に
改
援
を
試
み
た
の
は
、
夏
暦
の
復
元
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
志
向
以
外
の
動
機
が

複
合
的
に
作
用
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、

宮
旦
ニ
・
八
}
十
五
年
、
恵
公
卒
、
懐
公
立
、
秦
乃
召
重
耳
於
楚
而
納
之
、
菅
人
殺
懐
公
於
高
梁
、
市
授
重
耳
、
質
震
文
公
、

と
、
菅
語
が
「
恵
公
十
五
年
」
の
年
教
を
有
す
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
数
は
、
上
掲
『
竹
書
紀
年
』
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
経
文
・
『
史
記
』
表
が
採
用
す
る
捻
年
改
元
で
は
求
め
え
ず
、
年
内
改
元
に
基
づ
く
(
『
左
俸
』
に
譲
れ
ば
、
献
公
・
惑
公
の
死
は
そ
れ
ぞ
れ
倦

(

鎚

)

(

お

)

九
・
俸
二
十
三
で
あ
る
)
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
、

豆
旦
ニ
・
六
}
六
年
、
秦
歳
定
、
帥
師
侵
菅
、
至
於
韓
、

431 



表

音 話

[7-3]始合諸侯子虚打じ放宋

三年(主宰の誤)，公始合諸侯，

[7-3]盟主，諸侯曾子実在丘，

盟主，曾諸侯於~íI丘，
[7-3]互主，諸戎来詩服，

[ 7-5 ] 互~， 無終子嘉父使孟柴因貌荘子納虎豹之皮以
和諸戎，

[ 7-8 ] 土ミ~， 公伐鄭，寧子茄魚，
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2 

青 年 表

腐公8年

悼公 3年

悼公 4年

成18・12月

袈3・6月

停』

袈 4・冬

『左

悼公11年裏11. 12月

|春秋暦(建子〉月朔 |夏暦(建策〉月朔 | 『左{専』の換算月 ・干支

|亥 閏12 了亥 24 10 丙戊 23 閏12 乙卯晦52

l子 正丙辰 53 11 丙辰 53 正庚申57・庚午07・辛巳18

l| 丑寅
2 丙戊 23 12 乙酉 22 2 乙酉朔22

3 乙卯 52 正乙卯 52

4 乙酉 22 2 甲申 21 

3 表

と

菅
語
が
恵
公
の
年
数
を

韓
の
役
(
信
十
五
)
に
つ
い
て
、

蹄
年
改
元
に
基
づ
い
て
算
出
し
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ

う

『
園
語
』
は

一
般
に
は
路
年
改
元
を
採
用
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
事
買
は
、
晋
語
が
正
に
帥
相
嘗
部
に
つ
い
て

の
み
、
原
史
料
に
由
来
す
る
孤
立
的
な
材
料
ー
ーー
但
し
、

『竹

書
紀
年
』
と
同
様
に
「
恵
公
十
有
五
年
」
の
年
数
を
有
し
、
文

公
即
位
を
そ
の
年
内
に
繋
け
る
も
の
の
、
季
節

・
月

・
干
支
を

飲
く
(
こ
れ
ら
が
存
し
た
な
ら
、
如
上
の
錯
誤
は
生
じ
え
な
い
〉
||

を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
菅
語
が
殊
更
に
『
左
俸
』
の
紀

- 12ー

年
の
改
饗
を
試
み
た
の
は
、
こ
の
文
公
の
即
位
を
恵
公
末
年
に

お
く
材
料
に
拘
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

張I音稔前掲書149頁の復元暦による

ωの
如
く
『
左
体
』

・
『
閤
語
』
壁
方
に
錯
誤
が
認
め
ら
れ
る

『
園
語
』
の
改
援
作
業
を
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
は
困

難
を
伴
う
が
、
と
ま
れ
、
雨
書
の
紀
年
の
矛
盾
を
手
掛
か
り
と

場
メL
口

し
て
、

①
経
文
の
俸
と
し
て
、

紀
年
を
春
秋
暦
に
換
算
済
の

『
左
停
』
が
「
圏
一語
』
に
先
行
す
る
こ
と
、
②

『
園
語
』
が
菅

の
紀
年
の
夏
暦
へ
の
復
元
を
は
か
っ
た
こ
と
、
を
提
示
し
う
る

で
あ
ろ
う
。

雨
書
の
紀
年
の
相
違
は

こ
の
偲
読
に
よ
り
整
合
的
に
説
明



さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

『
左
侮
』
の
紀
年
を
利
用
し
つ
つ
、

路
年
改
元
を
採
る

閥
心
を
引
く
の
は
音
悼
公
の
年
数
で
あ
る
(
表
2
〉。

晋
年
表
に
射
し
、
菅
語
の
年
数
は
一
年
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
悼
公
即
位
に
つ
い
て
は
、

帥
{
成
十
八
経
}
十
有
八
年
、
春
、
到
国
剤
、
菅
殺
其
大
夫
忍
円
童
、
岡
刷
、
菅
棋
其
君
州
蒲
、
(
成
十
七
〉
聞
剤
、
乙
卯
晦
、
衆

書
・
中
行
僅
殺
膏
一
童
、
・
:
:
・
十
八
年
、
春
、
王
正
月
、
庚
申
、
菅
築
書
・
中
行
僅
使
程
滑
拭
属
公
、
:
:
:
使
萄
替
・
士
紡
逆
周
子
子
京
師

而
立
之
、
:
:
:
大
夫
逆
子
清
原
、
:
:
:
庚
午
、
盟
而
入
、
:
:
:
辛
巳
、
朝
子
武
宮
、
・
:
:
二
月
乙
酉
朔
、
菅
悼
公
即
位
子
朝
、

{左】

iJ~ 

『
左
停
』
が
コ
一
月
乙
酉
朔
」
と
す
る
の
は
、

帥
コ
二
月
、
:
:
;
己
丑
晦
」
と
同
様
に
、

「
十
二
月
」
の
み
コ
一
月
」
と
改
め
た
結
果
で
あ
る
。

『
左
俸
』
の
紀
年
は
春
秋
暦
に
換
算
演
と
な
る
(
表
3
)。
春
秋
暦
で
は
二
月
は
丙
成
朔
と
な
る

『
左
停
』
の
原
史
料
で
夏
暦
「
十
二
月
乙
酉

と
属
公
拭
殺
が
正
月
庚
申
と
経
俸
一
致
し
、

朔
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、

こ
に
限
っ
て
い
え
ば
固
よ
り
可
能
で
は
あ
る
が
、

悼
公
の
年
数
に
つ
い
て
、
春
秋
暦
成
十
八
正
月
属
公
試
殺
・
二
月
悼
公
即
位
で
、
年
内
改
元
で
菅
語
が
年
教
を
定
め
た
と
す
る
こ
と
も
、
こ

『
園
語
』
が
一
般
に
険
年
改
元
を
採
用
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
憶
説
は
成
立
し
に
く
い
。
よ

- 13ー

り
有
放
な
偲
設
と
し
て
は
、
悼
公
の
年
数
決
定
の
過
程
で
、
菅
語
が
『
左
停
』
の
紀
年
を
夏
暦
に
復
元
し
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
春
秋
暦
成

十
八
年
二
月
・
三
月
は
、
夏
暦
十
二
月
・
正
月
と
な
る
。
験
年
改
元
と
し
て
、
こ
の
夏
暦
正
月
を
悼
公
元
年
正
月
と
し
た
と
す
る
と
、
虚
打
の

(
叩
山
)

舎
・
難
丘
の
曾
・
諸
戎
来
服
・
伐
鄭
は
夏
暦
で
悼
公
元
年
十
月
・
四
年
四
月
・
五
年
間
七
|
十
月
・
十
二
年
十
月
と
な
り
、
五
日
語
の
紀
年
に
合

(

幻

)

致
す
る
。

悼
公
の
年
敢
に
つ
い
て
の
菅
語
・
菅
年
表
の
矛
盾
は
、
か
く
説
明
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
悼
公
即
位
に
つ
い
て
、

繁
武
子
使
智
武
子
・
歳
恭
子
如
周
迎
悼
公
、
庚
午
、
:
:
:
乃
盟
雨
入
、
辛
巳
、
朝
子
武

{
瓦
日
七
・
二
既
棋
属
公
、

大
夫
逆
子
清
原
、

空白、

{
菅
七
・
一
一
}
一
一
月
乙
酉
、
公
即
位
、

433 

(

お

〉

と
、
菅
語
が
「
二
月
乙
酉
」
を
夏
暦
に
復
元
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
悼
公
の
年
数
決
定
に
つ
い
て
の
菅
語
の
作
業

に
関
す
る
如
上
の
偲
読
を
否
定
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
二
次
的
改
襲
と
い
う
作
業
に
必
然
的
に
障
伴
す
る
不
手
際
と
看
倣
し
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う
る
の
で
あ
っ
て
、
却
っ
て
、
菅
語
に
お
け
る
紀
年
の
二
次
的
改
嬰
を
傍
誼
す
る
好
箇
の
事
例
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
菅
七
・

一
、
二
の
「
庚
午
」

・
「
辛
巳
」
・
「
二
月
乙
酉
」
は、

『
左
俸
』
・
『
閣
語
』
先
後
に
今

一
つ
手
掛
か
り
を
提
示
す
る
。

「二
月
」
が
原
史
料
の
夏
暦
「
十
二
月
」
を
春
秋
暦
に
適
合
さ
せ
る
べ
く
改
愛
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
上
越
の
通
り
で
あ
る
が
、

し
て

み
る
と
、

菅
語
が

コ一
月
」
を
採
用
す
る
以
前
に
、

す
で
に
春
秋
の
俸
と
し
て
の
『
左
停
』
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

か
く
考
え
る
と

「
庚
午
」・

「
辛
巳
」
が
月
を
件
わ
ず
干
支
の
み
孤
立
的
に
記
録
す
る
こ
と
は
、
音
七
・
一

が
『
左
侍
』
成
十
八
の
「
菅
襲
書

・
中
行
優
使
程
滑

試
属
公
、

:
:
:
」
以
下
を
素
材
に
二
次
的
に
制
作
さ
れ
る
過
程
で
、

『
左
傍
』
の
干
支
を
そ
の
ま
ま
存
置
し
た
結
果
と
看
倣
さ
れ
る
。

一
世

干
支
は
そ
れ
の
み
に
て
は
本
来
、
紀
年
の
用
を
な
し
え
ず
、
月
を
伴
わ
ず
干
支
の
み
が
孤
立
的
に
記
さ
れ
る
の
は
、
西
周

・
春
秋
の
金
文
史
料

(
小
出
)

に
そ
う
し
た
も
の
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
註
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
部
分
が
既
存
の
材
料
を
二
次
的
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
菅
三

・
八
「
丁
丑
、
新
慶
鄭
、
乃
入
緯
」
も
同
様
の
事
例
で
あ
る
。

『
春
秋
』
の
停
と
し
て
、
原
史
料
の
夏
暦
を
春
秋
暦
に
換
算
済
の
『
左
俸
』
が
『
園
語
』
に
先
行
し
、

し
え
た
こ
と
が
更
め
て
確
認
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

と
ま
れ
、

『
園
一
語
」
が
こ
れ
を
利
用

-14 -
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初

)

同

一
事
件
に
つ
い
て
の
『
左
俸
』

・
『
園
語
』
の
記
述
の
相
遣
を
以
て
南
書
の
縫
受
を
否
定
す
る
立
場
が
あ
る
が
、
紀
年
に
闘
し
て
は
、

~司

園

語
』
に
濁
自
の
材
料
の
介
在
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

『
左
侍
』
↓
『
園
語
』
な
る
縫
受
関
係
の
存
在
、

お
よ
び
雨
書
の
相
違
が
本
質
的
に
は

『
園
語
』
の
二
次
的
改
饗
に
基
づ
く
こ
と
が
、

お
よ
そ
了
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

第

章

『
園
語
』
の
表
現

『
園
語
』
の
多
く
の
一
章
が
、

『
左
停
』
の
経
と
は
直
接
関
係
し
な
い
部
分
に
封
臆
す
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
部
分
は
、

一
つ
の

事
件
の
記
述
を
、
年
代
記
的
構
成
に
従
っ
て
割
裂
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
場
合
、
原
史
料
の
段
階
で
は
、

『
圏
一
詰
』
各
章
の
如
き

一
つ
の
事
件
が

一
箇
の
完
結
し
た
記
述
を
採
る
形
態
が
想
像
さ
れ
る
た
め
、

『
閤
語
』
の
『
左
俸
』
に
劃
す
る
先
行
を
主
張
す
る
立
場
が
生
ず



る。

一し
か
し
な
が
ら
、

『
園
一
語
』
の
形
式
が
『
左
俸
』
の
原
史
料
を
努
索
さ
せ
る
と
い
う
事
賓
が
、
現
行
『
園
語
』
の
『
左
停
』
相
曽
部
へ
の

先
行
を
直
ち
に
誼
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
左
俸
』
・
『
園
語
』
が
同
一
の
事
件
を
扱
い
つ
つ
、
記
述
に
繁
簡
が
あ
る
場
合
、

ま
た
、

『
左
俸
』
↓
『
園
語
』
を
謹
す
る
に
、

『
左
停
』

が
よ
り
簡
で
あ
る
場
合
は
『
園
語
』
の
附
加
、

『
左
俸
』
が
繁
で
あ
る
場
合
は
『
園
語
』
の
省
略
を
以
て
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。

(
M
U
〉

こ
れ
は
逆
に
『
園
語
』
↓
『
左
停
』
の
説
明
に
も
用
い
う
る
の
で
あ
り
、
繁
簡
そ
の
も
の
は
、

、U

し
か
し
、

そ
れ
の
み
で
は
、

雨
蓄
の
先
後
を
誼
し
え
な

同
一
事
件
に
射
す
る
雨
書
の
記
述
形
式
(
編
年
か
紀
事
本
末
か
〉
や
繁
簡
な
ど
外
的
・
量
的
特
徴
の
比
較
は
、

な
根
擦
を
輿
え
え
な
い
の
で
あ
る
。
よ
り
具
睦
的
な
手
掛
か
り
が
需
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

先
後
の
決
定
に
必
ず
し
も
有
放

か
か
る
観
黙
の
も
と
、
ま
ず
、

諸
文
献
に
射
す
る
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
左
停
』
・
『
園
語
』
封
腰
部
の
用
字
の
差
異
を
手
掛
か
り
に

『
園
語
』
の
『
左
停
』
お
よ
び
そ
の
他
先
秦

- 15-
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位

〉

こ
の
作
業
は
、
す
で
に
鎌
田
正
氏
が
『
左
俸
』
↓
『
史
記
』
、
『
園
語
』
↓
『
史
記
』
に
つ
い
て
行
な
っ
て
い
る
。
氏
は
、
『
左
俸
』
の
「
子
」

『
左
俸
』
の
戟
圏
中
期
の
言
語
に
封
す
る
『
史

を
『
史
記
』
が
「
於
」
に
改
嬰
す
る
と
い
っ
た
一
定
の
封
鷹
関
係
を
析
出
し
、

記
』
の
訓
詰
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

こ
れ
ら
が
、

買
の
と
こ
ろ
、
鎌
田
氏
の
方
法
に
は
若
干
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
氏
は
こ
の
用
字
の
嬰
化
を
専
ら
時
代
的
差
異
で
説
明
す
る
が
、

(

お

)

(

川

品

)

で
、
用
字
の
饗
化
は
皐
に
時
代
的
な
要
素
の
み
な
ら
ず
、
地
方
的
・
撃
波
的
差
異
な
ど
に
由
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
第
二
に
、
例
え
ば
、
子
↓

於
の
改
援
の
頻
見
が
直
ち
に
、
『
左
俸
』
が
子
、
『
史
記
』
が
於
を
専
用
す
る
こ
と
を
一
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
左
俸
』

・
『
史
記
』
に

も
そ
れ
ぞ
れ
於
・
子
を
用
い
る
事
例
が
あ
り
、
逆
に
於
↓
子
に
作
る
事
例
さ
え
あ
る
。
あ
る
文
献
に
特
定
の
文
字
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
事
質

自
睦
が
、
そ
の
文
献
の
年
代
を
一
義
的
に
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

か
か
る
次
第
で
、
こ
の
方
法
に
は
一
定
の
限
界
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
時
間
的
懸
隔
が
大
き
く
、
か
つ
封
腹
部

一
方

435 
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表 4

鎌田|
『左停』→「園語』 1 r左停』 →戟図晩期一前淡中期務文献

~I 以→而 |裏山菅下

4 続→剣E経 侍 4→膏2-1 〈→絞〉昭元→韓姦劫紋匡・楚策
など

(→自絞〉袈27→呂慣行

(→自殺〉文元→韓内儲設下

5 子→於 l荘20→周上11，荘32→周上山荘8→管大匡*

信10→育3-4，倍13→否3-5 昭元→緯姦幼和臣・楚策，

倍25→菅4-16，成17→菅6-10， 宣14→呂行論

成17→育6-12，昭7→育8-19

12 #.j;人→吾 荘20→周上11

日(一 3→菅1-1 (→得〉昭15→准人閲
など

〈→止〉宣15→育7-2

(→得〉衷13→楚上2

19 逆→迎 倍25→菅4-16，成18→菅7-1

20 及→至 信15→菅3-6 信24→韓外儲設左上

24 共→恭 褒13→楚上2

26 享→饗 裏 4→魯下 1 文元→韓内儲設下

公→君 成17→膏6-10 信25→准道熔

46 行→去 信 4→育2-1

59 之→走 信 5→菅2-2

使→令 信 6→菅2-1，信15→菅3-6*， (→令〉妊8→管大匡，宣2→呂過理，
など

褒 3→菅7-3 喪27・昭4→呂↑良行，

(→命〉昭19→准人閲

73 棋→殺 倦10→菅3-4 昭元→韓姦劫棋臣・楚策

88 合→様 閲 2→菅1-9，倍15→菅3-7

若何→奈何 倍15→育3-6 文元→韓内儲設下

99 諸→之於 (→於〉荘32→周上12 (→之〉文元・昭25→韓内儲設下，
など

(→之於〉成17→育6-10 褒15→呂異質 ・韓H索老，

昭27→呂慣行

101 女→若 倍24→育4-13

1231討→訣 裂 3→菅7-3

- 16ー
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128 納→入 信4→菅2-1

131 反→還 褒28→魯下4 (→遼餓〉宣11→准人閲

138 無→不 信24→晋4-13 信24→韓難三

140 弗→不 信24→周中 1，信25→周中2 妊8→管大医ぺ文元→韓内儲設下，

昭元→魯下7，昭元→菅8-13 ll!15→呂異質・韓日食老，

昭15→菅9-2，褒26→楚上4 褒25→韓姦劫獄臣・楚策，

昭19→呂慣行・准人閲

際→遊 信9→菅2-8，俸23→青少8 宣2→呂過理

信28→菅4-18，裏3→菅7-3

命→令 信25→菅4-17ホ 信24→韓難三， 信25→准道腹，

155 奥→予 文18→魯上12，裏29→魯下5 一
昭元→魯下 7，信14→菅3-5

昭元→育8-13

「鎌田」欄の番競は鎌田前掲書111-133買のそれである。

*は蛍該事例が2例以上あることを示す。

が
多
い
『
左
停
』
↓
『
史
記
』
の
比
較
で
得
ら
れ
た
訓
詰
例
は
、
先
秦
・

秦
漢
文
献
の
お
よ
そ
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
一
つ
の
基
準
た
り
う
る
。

子
↓
於
、
於
↓
子
錐
方
の
事
例
が
検
出
さ
れ
る
と
は
い
え
、
前
者
が
歴
倒

的
に
多
い
と
い
う
量
的
要
素
を
勘
案
す
る
と
、
子
|
於
に
つ
き
、
『
左

傍
』
が
『
史
記
』
よ
り
多
く
子
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
確
質
で
あ

る
し
、
そ
う
し
た
傾
向
、
す
な
わ
ち
用
字
の
差
異
は
、

『
左
停
』
↓
『
史

地
方
的
で
あ
る
以
上
に
時
間
的
差
異
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
『
左
俸
』
↓
『
史
記
』
の
訓
話
例
の
多
く
が
、
戦
園

晩
期
1

前
漢
中
期
諸
文
献
の
『
左
停
』
引
用
に
も
看
取
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
諸
文
献
の
言
語
に
つ
い
て
「
方
言
」
を
確
認
す
る
こ
と
は

記
』
の
場
合
、

- 17ー

抑
も
技
術
的
に
困
難
で
あ
ろ
う
。

『
左
停
』
・
『
園
一
語
』
劉
腰
部
の
表
現
を
検
討
す
る
と
、

『
左
傍
』
↓

『
史
記
』
の
訓
詰
例
の
か
な
り
の
も
の
が
、

『
左
俸
』
↓
『
園
語
』
に
も

(

お

〉

認
め
ら
れ
る
。
戦
園
晩
期
l
前
漢
中
期
諸
文
献
の
『
左
停
』
引
用
に
お
け

る
訓
話
例
を
併
せ
て
圃
示
し
よ
う
(
表

4
Y

以
上
の
訓
詰
例
は
、

こ
れ
ら
の
認
め
ら
れ
る
『
圏
語
」
各
章
が
『
左

博
』
の
劃
腰
部
よ
り
降
る
こ
と
を
誼
す
る
も
の
と
な
る
。

次
に
今
一
つ
別
の
観
黙
で
『
左
停
』
・
『
圏
一
語
』
の
先
後
を
考
え
て
み
よ

う
。
研
究
史
上
、
康
氏
の
割
裂
読
・
カ
氏
の
同
一
言
語
読
に
劉
し
、
よ
り
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(
お
)

微
視
的
な
分
析
に
基
づ
き
、
雨
書
に
お
け
る
特
定
語
棄
の
有
無
・
用
法
の
相
違
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
従
来
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
相
違
の
強

調
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
一
歩
進
ん
で
、
雨
書
の

一
方
に
散
見
し
な
が
ら
他
方
に
皆
無
或
は
稀
少
な
語
会
の
先
秦
諸
文
献
に

『
圏
一
詰
』
と
他
の
諸
文
献
、

(

幻

)

諸
文
献
の
お
よ
そ
の
年
代
を
確
認
し
て
お
く
。

お
け
る
有
無

・
用
法
を
確
認
し

と
り
わ
け
『
左
停
』
と
の
先
後
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
比
較
す
べ
き

①
『
論
語
』

⑤
『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』

(
戦
圏
中
期
以
前
)
、
②

『
左
停
』

(中期)、

③
『
孟
子
』

(
中
期
・
晩
期
税
早
)
、

④
『
墨
子
』
・

「荘
子
』

(
中
期
精
晩
・
晩
期
)
、

(
晩
期
梢
早
)
、
⑥
『
萄
子
』

(
晩
期
精
晩
)
、
⑦
『
呂
氏
春
秋
』

・
『
韓
非
子
』

(
秦
代
)

『
左
停
』
は
不
如
封
不
若
が
八
三
割

一
で
後
者
は
極
め
て
稀
少
で
あ
る
。

語
』
は

一
三
針
。
で
不
如
の
み
で
あ
る
が
、

川
刊
不
若

「
園
語
』
は

一
八
割
一
五
で
ほ
ぼ
混
用
す
る
。

『一諦

『
孟
子
』
以
下
は
雨
者
を
混
用
す
る
。

次
は
い
ず
れ
も
『
園
語
』
に
み
え
な
い
語
業
で
あ
る
。

同
無
寧

『
論
語
』
に
一
見

「
左
侮
』
に
四
見
(
加
え
て
「
母
寧
」
が
二
見
)
す
る
。

『
孟
子
』
以
降
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

- 18ー

り
今
而
後

『
論
語
』
に

一
見

『
左
俸
』
に
五
見
、

『
孟
子
』
に
三
見
す
る
。

『
墨
子
』
以
下
に
は
み
え
な
い
。

伺
諸
乎

『
左
体
』
に
七
見
、

『孟
子
』
に
一
見
す
る
。
や
は
り

『墨
子
』
以
下
に
は
み
え
な
い
。

雨
書
の

い
ず
れ
か
で
皆
無
或
は
稀
少
と
い
っ
た
語
実
は
、
本
来
的
に
稀
見
で
あ
る
た
め
、
適
嘗
な
翠
例
は
以
上
に
と
ど
ま
る
が
、
と
ま
れ
、

こ
の
作
業
で
『
左
停
」
↓
『
国
語
』
の
先
後
閲
係
が
再
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

『
圏
一
訪
問
』
が
『
孟
子
』
よ
り
は
降
る
こ
と
|
|
付
・
伺
に
示

さ
れ
、
刊
・
判
も
そ
の
こ
と
に
矛
盾
し
な
い
ー
ー
が
示
唆
さ
れ
た
。

「
圏
一
語
』
と
の
封
庭
は

『
日
氏
春
秋
』

・
『
韓
非
子
』
に
も
認
め
ら
れ
る
。
次
に
、

こ
れ
ら
と

『
園
語
』
の
先
後
を
考
察
し
よ
う
。

占
ル
で
の
比
較
は
除
り
有
数
で
は
な
い
。

『
園
語
』

と

『
目
氏
春
秋
』

・
『
韓
非
子
』
の
表
現
を
比
較
す
る
場
合
、

『
呂
氏
春
秋
』
・
『
韓
非
子
』
の
『
園
語
』
と
の
封
庭
部
の
大
牟
が
『
左
停
』
に
も
擦
る
た
め
、

『
左
停
』
・
『
園
語
』
に
つ
き
先
に
行
な
っ
た
、
個
々
の
語
家
の
レ
ヴ

よ
り

古
い
『
左
侍
』
の
表
現
を
存
置
す
る
場
合
が
少
な
く
な
く
、
更
に

『
左
侍
』
に
み
え
な
い
『
園
語
』
の
記
事
が

『
呂
氏
春
秋
』

・
『
韓
非



子
』
と
封
鹿
す
る
事
例
が
比
較
的
少
な
く
、
用
字
の
嬰
化
を
確
認
す
る
だ
け
の
材
料
を
求
め
え
な
い
た
め
で
あ
る
。
以
下
で
は
旬
以
上
の
レ
ヴ

『
園
語
』
と
『
口
口
氏
春
秋
』
・
『
韓
非
子
』
を
比
較
し
、
そ
の
先
後
を
考
察
す
る
。

ェ
ル
に
つ
き

M

W

{

左
惇
億
二
十
三
}

信
負
罷
之
妻
日
、
吾
観
音
公
子
之
従
者
、

信
負
罷
之
妻
言
於
負
罷
日
、

吾
翻
菅
公

{
韓
非
子
十
遁
}

其
妻
日
、
仰
吾
観
音
公
子
、
高
乗
之
主

{菅
語
四

・
五

皆
足
以
相
園
、

子
、
賢
人
也
、
其
従
者
、
皆
園
相
也
、

也
、
其
左
右
従
者
、
高
乗
之
相
也
、

制
今
窮
而
出
亡
過
於
曹
、
曹
遇
之
無
躍

若
以
相
、
夫
子
必
反
其
園
、
反
其
園
、
必

以
相
一
人
、
必
得
菅
園
、
得
菅
園
、

此
若
反
園
、

得
志
於
諸
侯
、
得
志
於
諸
侯
、

而
珠
無
躍
、
曹
其
首
也
、

子
童
蚤
自
京
鷲
、

而
討
無
躍
、
曹
其
首
訣
也

子
室
蚤
自
蔵
荒
、

必
訣
無
雄
、
則
曹
其
首
也

- 19ー

子
実
不
先
自
試
荒
、

本
一
章
で
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
勘
案
す
れ
ば
、

『
左
俸
』

菅
語
の
表
現
上
の
封
麿
は
、

『
左
惇
』
↓
菅
語
の
纏
受
を
示
す
も
の
と
な
ろ

ぅ
。
問
題
は
、
十
過
が
『
左
停
』

-
菅
語
の
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
十
過

・
菅
語
の
い
ず
れ
が
他
の
二
書
を
折
衷
し
た
の

か
俄
に
は
判
断
し
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
共
通
す
る
部
分
で
は
な
く
、
相
違
す
る
部
分
|
|
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
の
要
素
を

表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
的
差
異
も
或
る
場
合
に
は
看
取
さ
れ
え
よ
う
ー
ー
に
着
目
し
よ
う
。

す
過

ωと
菅
語
の
相
嘗
部
は
、
い
ず
れ
か
が
、
『
左
俸
』
の
「
菅
公
子
之
従
者
」
に
附
加
播
入
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
作
業

か
つ
偶
然
同
じ
部
位
に
行
な
わ
れ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
両
者
に
は
縫
受
が
想
定
さ
れ
る
。
表
現
を
比
較
す
る
と
、
十

が
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
に
、

過
で
は
「
高
乗
之
主
也
」
・
「
蔦
乗
之
相
也
」
が
同
一
の
造
句
で

「
吾
観
音
公
子
」
・
「
其
左
右
従
者
」
の
字
数
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
の
に
封

し
、
晋
語
に
は
か
か
る
表
現
上
の
整
序
は
認
め
ら
れ
な
い
。

十
過
↓
菅
語
と
す
る
と
、

か
か
る
精
巧
な
表
現
が
わ
ざ
わ
ざ
解
睦
さ
れ
た
こ
と
に
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な
っ
て
し
ま
う
。
晋
語
↓
十
過
と
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
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ム
ユ
つ
注
目
す
べ
き
は
、
十
過
同
円
で
あ
る
。
一
世
、
こ
の
説
話
は
、
「
園
小
無
躍
、
不
用
諌
臣
、
則
絶
世
之
勢
也
」
な
る
命
題
を
謹
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
制
に
相
嘗
す
る
部
分
の
み
が
菅
語
に
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
十
過
↓
菅
語
と
偲
定
し
た
場
合
、
こ
れ
の
み
を
削
除
す
る
動

機
は
菅
語
の
側
に
は
見
出
せ
ず
、
十
過
が
主
題
を
強
調
す
べ
く
附
加
し
た
も
の
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
推
測
は
、
次
の
事
例
に
擦
っ
て
も

誼
さ
れ
る
。

制
{
左
停
億
二
十
四
}

多
、
王
使
来
告
難
、
目
、
:
:
:
都
在
鄭
地

氾
、
:
:
:
王
使
簡
師
父
告
子
音
、
使
左
郎

父
告
子
秦
、

{
左
停
信
二
十
五
}

秦
伯
師
子
河
上
、
将
納
王
、

狐
僅
言
於
菅
侯
目
、
求
諸
侯
、

莫
如
勤

王
、
諸
侯
信
之
、
且
大
義
也
、
纏
文
之

業
、
而
信
宣
於
諸
侯
、
今
震
可
呉
、

使
卜
僅
卜
之
、
日
、
:
:
:
晋
侯
僻
秦
師
而

{菅
語
四

・
十
五
}

多
、
裏
王
避
昭
叔
之
難
、
居
子
鄭
地
氾
、

使
来
告
難
、
亦
使
告
子
秦
、

子
犯
日
、
民
親
而
未
知
義
也
、
君
宣
納
王

以
敬
之
義
、
若
不
納
、
秦
賂
納
之
、
則
失

周
失
、
何
以
求
諸
侯
、
不
能
修
身
市
叉
不

能
宗
人
、
人
将
江
戸
岬
依
、
経
文
之
業
、
定
武

之
功
、
啓
土
安
彊
、
於
此
乎
在
失
、
君
其

務
之
、

公
設
、
乃
行
賂
子
草
中
之
戎
興
麗
土
之

{
昌
氏
春
秋
不
麿
}

菅
文
公
欲
合
諸
侯
、

答
犯
目
、
不
可
、
天
下
未
知
君
之
義
也
、

公
日
、
何
若
、
答
犯
日
、
天
子
避
叔
帯
之

難
、
出
居
子
鄭
、
君
実
不
納
之
、
以
定
大
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義
、
且
以
樹
春
、
文
公
日
、
吾
其
能
乎
、

答
犯
日
、
事
若
能
成
、
纏
文
之
業
、
定
武

之
功
、
闇
土
安
彊
、
於
此
乎
在
失
、
事
若

不
成
、
補
周
室
之
閥
、
勤
天
子
之
難
、
成

数
垂
名
、
於
此
乎
在
失
、
君
其
勿
疑
、

文
公
聴
之
、
途
興
草
中
之
戎
・
臨
土
之



下、

程
、
定
天
子
子
成
周
、

秋
、
以
啓
東
道
、

傍
線
部
は
不
麿
濁
自
で
あ
る
が
、
本
篇
の
主
題
を
み
る
と
、

六
日
、
智
者
之
奉
事
必
因
時
、
時
不
可
必
成
、
其
人
事
則
不
康
、
成
亦
可
、
不
成
亦
可
、

と
あ
り
、
下
線
部
は
、
本
篇
の
主
題
を
谷
犯
の
言
論
に
お
い
て
反
復
す
ベ
く
|
|
古
人
に
附
合
同
す
れ
ば
、
主
張
に
も
権
威
が
付
興
さ
れ
ょ
う
か

ら
l
|
、
附
加
さ
れ
た
部
分
と
思
わ
れ
る
。
不
贋
に
は
ま
た
、

M

W

{

昌
氏
春
秋
不
麿
}

召
忽
日
、
吾
三
人
者
於
宵
園
也
、
陣
営
之
若
鼎
之
有
足
、
去
一
葉
則

不
成
、
且
小
白
則
必
不
立
失
、

{
管
子
大
匡
}

吾
三
人
者
之
於
膏
園
也
、
誓
之
猶
鼎
之
有
足

也
、
去
一
葉
則
必
不
立
臭
、
吾
観
小
白
、
必
不
帰
後
失
、

召
忽
日
、
不
可
、

な
る
一
節
が
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
表
現
を
採
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
匡
の
「
不
立
」
を
不
麿
は
「
不
成
」
に
作
る
。
成
ー
不
成
な
る
主
題
に
遁
合

す
る
表
現
を
採
る
二
つ
の
説
話
が
不
贋
に
本
来
牧
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
菅
語
・
大
匡
が
二
次
的
に
引
用
し
た
と
す
る
と
、

が
、
不
贋
の
主
題
に
関
わ
る
部
分
の
み
を
改
饗
削
除
し
た
と
い
う
殆
ど
あ
り
え
な
い
よ
う
な
過
程
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
主
題

に
適
合
す
ベ
く
、
不
贋
が
先
行
す
る
菅
語
・
大
匡
の
説
話
に
改
嬰
附
加
を
施
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
園
語
』
が
少
な
く
と
も
そ
の
封
腰
部
に
つ
い
て
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
・
『
韓
非
子
』
に
先
行
す
る
こ
と
が
誼
さ
れ
た
で
あ

そ
れ
ぞ
れ

- 21ー

以
上
の
作
業
で
、

ろ
う
。本

稿
の
如
上
の
所
見
に
基
づ
き
、
『
園
語
』
の
お
よ
そ
の
成
書
年
代
を
推
定
す
る
と
、

り
、
『
目
氏
春
秋
』
・
『
韓
非
子
』
よ
り
は
遡
る
、
す
な
わ
ち
、
戦
園
晩
期
精
晩
の
成
書
た
る
こ
と
は
、
『
園
語
』
と
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
割
腹

部
と
の
比
較
・
用
字
例
の
検
討
に
関
す
る
限
り
、
率
ね
動
か
ぬ
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。
絶
封
年
代
で
い
え
ば
、
前
三
世
紀
の
第
二
四
半
期
と
い

っ
た
と
こ
ろ
か
。

『
左
停
』
・
『
孟
子
』
・
『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』
よ
り
降
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さ
て
、
表
現
に
つ
い
て
先
秦
・
秦
漢
語
文
献
の
絶
劉
年
代
を
推
測
さ
せ
る
今
一
つ
の
材
料
と
し
て
、
避
議
が
あ
る
。
避
詫
の
寅
態
は
、
馬
王
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啓(開)i 
2 ( 0) 

3 ( 0) 

。(3) 

o ( 3) 

5 

邦(図)I 

(
お
)

堆
三
挽
墓
(
文
一
一帝
十
ニ
リ
前
一
六
八
)
出
土
の
『
老
子
』
甲

・
乙
二
本
と
現
行
本
(
王
弼
本
・
河
上
公
木
お
よ
び
時
間
笑
木
)

と
の
比
較
に
よ
り
、
よ
り
具
健
的
に
窺
い
う
る
。
秦
荘
裏
王

・
漢
高
祖
|
景
一帝
の
詩
に
つ
い
て
用
例
を
調
べ
る
と

表
5
の
如
く
で
あ
る
。

A
(
B
〉
の

A
は
議

一
本
の
A
を
、
他
本
が

B
に
作
る
の
は
避

B
は
代
用
字
で
あ
る
。

設
に
撲
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
邦
ー
啓
の
避
議
の
朕
況
を
整
理
す
る
と
、

(
一
)
避
訴
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
:・

:

甲
本

(
二
〉
邦
の
み
を
避
け
る
:
:
-
-
j
i
-
-・:
:
:
乙
木

合

己

邦

・
盈

・
恒
・

啓
を
避
け
る
:
:
:
:
・
通
行
本

(
王
本

・
河
本
)
・
停
本

と
な
る
。
邦
が
乙
本

・
通
行
本
に
、
加
え
て
恒

・
啓
が
通
行
本

・
停
本
に
全
く
用
い
ら
れ
な
い
の
は
避
誌
の
徹
底

に
よ
る
。

- 22-

問
題
は
邦

・
園
が
甲
本
に
、
恒

・
常
が
甲
本

・
乙
本
に
み
え
る
が
如
く
、

一
木
が
A
-
B
を
併
用
す
る
場
合

で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
例
え
ば
甲
本
所
見
の
「
闘
」
が
避
請
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
れ
に
限
っ
て
は
、
翠
に
「
園
」
を
用
い
る
こ
と
は
避
誇
の
誼
擦
と
は
な
ら
な
い
。
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
の

は
、
停
本
で
あ
る
。

甲
}
邦
利
器

乙
}
園
利
器

一通
}
園
之
利
器

停
一
邦
之
利
器

(
三
十
六
章
)

一甲
}
口
口
口
口
、

:
:
:
以
邦
翻
邦
、

{乙
]
僑
之
園
、

・:
・
・
口
口
口
園
、

一通
}
修
之
於
園
、
:
・
:
以
園

翻
園

一侍
一
修
之
邦
、

・
:
以
邦
翻
邦
、

(五
十
四
章
)

同
じ
く
邦

・
園
を
併
用
す
る
が
、
停
本
が
他
を
い
ず
れ
も

「
園
」
に
作
る
の
は
、
遊
詩
に
基
づ
く
こ
と
が
明
ら

(
叩
却
)

か
で
あ
り
、
こ

の
邦
は
、
停
本
の
原
本
の

一
つ
が
秦
代
以
前
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
綴
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
川
叫
〉

A
が
皆
無
或
は

A
↓
B
代
用
が
確
認
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ら
が
避
誇
に
由
来
す
る
こ
と
は

A

(
B
)
に
つ
会
¥
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6 

楚(剤) 邦(園〉 f亙(常〉 啓(閲)

論 至ロ宝ロ玉 2 ( 0') 48 ( 9 ) 2 ( 0) 5 ( 1 ) 3 ( 0.) 

左 博 1077b( 5c) 1 d ( 831") 52 ( 4) 12 ( 86 ) 75 ( 3 ) 

孟 子 31 ( 4d) Od( 120 ) 8 ( 0) 11 ( 9 ) 7 ( 0 ) 

墨 子 33 ( 16 ) 3d( 401 ) 10 (10) Od ( 37 ) Od ( 3m) 

妊 子 28 ( 0') o ( 103 ) 10 (16) 9 ( 53g
) 3 (15 ) 

併日合C 子 60 ( 5 ) 2 (1040 ) 4 (72) 3 (130 ) o (46 ) 
ノ4、s、i 羊 54 ( 0.) Od( 177') 2 ( 0) 0. ( 9 ) o ( 1") 
穀 梁 68 ( 0.) Od( 188') 1 ( 1) 2.( 3 ) 1 (0 ) 

有 子 39 ( 0 ) Od( 331 ) 10 (11) Od( 63h) 3 (80
) 

呂氏春秋 29 ( 82 ) o (325 ) 6 (13) 11( 17J) 1 ( 1 ) 

韓非子 82 (129 ) 22 r ( 592 ) 4 (15) 10k(1051) 9 (13 P) 

園 語 |ω(14 ) I 0 (組)I 15 ( 3) 2 ( 32) I 16 ( 1 ) 

表

a人名を除く。 b圏践に限る。 c図説・園競に由来する地名に限る。 d11'詩」・「醤』の引
用は除く。 e解経を除く。 f解老 ・喰老に18例。 Eうち「田成子常」 ・「常山」各l例。 h
うち「回常J1例・「常山J2例。 i11'孟子」に典故。 jうち「常山J1例。 kうち「田
恒」・「田成恒」各4例。 1うち「田常J16例・「田成常J1例。 m うち「夏后啓J1例。
n他に公羊経に 「開陽J. 左穀経は 「底陽」に{乍る。 oうち「微子関J1例。 pうち「公
子関方J3例 ・「開方J4例。

確
貫
で
あ
る
。

A
-
B
併
用
さ
れ
る
場
合
は
、
侍
本
に
で
も
、
邦

は
園
の
二
四
例
に
劃
し
て
四
例
〈
か
っ
、
う
ち
三
例
は
五
十
四
章
に
集

中
〉
に
す
ぎ
ず
、

B 

劃
し
て

A A 
のが
避極
誇端
をに
認少
めな
えい
よ場
う証合

も

個
別
的
な
検
討
は
要
す
る
が
、

諸
文
献
に
つ
い
て
、

『
老
子
』
と
同
様
の
調
査
を
行
う
と
表
6

の
如
く
で
あ
る
。
邦
|
啓
の
遊
詩
の
有
無
を
整
理
す
る
と
、

(
一
〉
避
議
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
:
:
:
:
:
:
:
:
:
『
論
語
』

つ
一
〉
邦
の
み
を
避
け
る
・
:
:
:
j
i
-
-
:

『
左
傍
』

・
『
孟
子
』
・
『
穀
梁
』

- 23ー

会
一
〉
邦

・
恒
を
避
け
る
・
j
i
-
--

『
荘
子
』
・
『
呂
氏
春
秋
』

・
『
園
語
』

(
四
)
邦
・
恒

・
啓
を
避
け
る

『
墨
子
』
・
『
管
子
』
・
『
公
羊
』
・
『
萄
子
』
・
『
韓
非
子
』

の
如
く
で
あ
る
。

賓
の
と
こ
ろ
、

避
語
に
よ
り
推
定
で
き
る
の

は
、
現
行
本
の
租
型
た
る
潟
本
の
抄
省
何
年
代
で
あ
り
、
そ
れ
は
文

献
の
成
書
年
代
と
は
合
致
し
な
い
。
遊
説
の
有
無
は
、
現
行
本
成

立
過
程
に
お
け
る
避
詩
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
固
定
の
時
期
を
示

(

必

〉

す
に
す
ぎ
な
い
。
在
位
中
の
君
主
へ
の
避
誇
を
想
定
す
る
と
、
こ

れ
ら
は

(
ご
戟
園
期
、

(
二
)
高
祖
期
、

会
一
)
文
一
帝
期
、
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(
四
)
景
一
帝
期
以
降
に
、
遊
詩
に
つ
い
て
テ
キ
ス
ト
が
固
定
し
た
も
の
と
看
倣
し
え
よ
う
。

附
言
す
べ
き
は
、
第

一
に

(
川
町
)

(
三
)
・
(
四
)
の
諸
文
献
が
盈
を
避
け
ぬ
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
前
漢
初
期
に
恵
一
帝
が
閏
位
と
看
倣
さ
れ
た
こ
と

〈

H
H
)

『
史
記
』
が
盈
を
避
け
て
満
を
用
い
、

『
老
子
』
四
章
の
、
甲
「
口
口
盈
也
」
、
乙
「
有
弗
盈
也
」
、
通
「
或

(
必
)

不
盈
」
を
、
停
本
が
「
叉
不
満
」
に
作
る
こ
と
は
、
前
漠
中
期
以
降
、
避
詰
が
盈
に
も
及
ぶ
に
至
っ
た
事
情
を
示
唆
す
る
。

に
因
る
も
の
ら
し
い
。

一
方
で

第
二
に
指
摘
す
べ
き
は

『
韓
非
子
』
所
見
の
邦
一
一
一
一
例
の
買
に
一
八
例
ま
で
が
解
老

・
険
老
二
篇
に
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
韓
非

献
で
、

子
』
現
行
本
で
こ
れ
ら
の
み
が
邦
を
避
け
な
い
と
い
う
事
質
は
、
こ
れ
ら
、が
、
秦
代
以
前
に
固
定
し
た
、
本
来
『
韓
非
子
』
と
は
濁
立
し
た
文

『
韓
非
子
』
が
邦
に
劃
す
る
避
諒
を
行
な
っ
た
(
漢
代
の
抄
潟
が
そ
の
契
機
た
り
え
た
)
段
階
以
降
に
、
原
形
を
保
っ
た
ま
ま
採
録
さ
れ
た

と
い
う
過
程
を
推
測
さ
せ
る
。

一
般
化
し
て
い
え
ば
、
あ
る
文
献
の
特
定
箇
所
に
お
け
る
遊
説
或
は
そ
の
依
如
の
集
中
は
、
そ
の
部
分
の
濁
自

の
成
立
過
程
を
示
唆
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
そ
の
文
献
の
成
書
の
重
層
性
を
示
す
も
の
と
な
ろ
う
。

『
園
語
』
の
避
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
成
書
過
程
に
閥
わ
る
の
は
、
剤
(
楚
)
で
あ
る
。
避
誌
と
し
て
確
買
な
事
例
は
、
菅
五

・
四、

菅
六・

(
但
し
言
論
の
部
分
の
み
〉
の
六
章

一
四
例
の
み
に
過
ぎ
な
い
。

遊
詩
に
よ
る
刑
の
採
用
は
漠
代
以
降
に
は
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六
至
八
、
育
八

・
五
、
音
八
・
十

あ
り
え
ず
、
こ
れ
ら
が
秦
代
(
妊
袈
王
l
二
世
〉
に
固
定
さ
れ
た
こ
と
は
確
買
で
あ
る
。

問
題
は
、

菅
八
・
十
一
で
あ
る
。
川
刊
秦
代
以
前
に
楚
を
用
い
る
地
の
文
が
成
立
し
て
お
り
、
秦
代
に
言
論
が
附
加
さ
れ
た
、
制
秦
代
に
成
立

し
た
こ
の
章
が
刑
を
汎
用
し
て
い
た
も
の
を
、
漢
代
に
地
の
文
が
改
慶
さ
れ
楚
が
用
い
ら
れ
た
、
と
い
う
二
種
の
偲
読
を
提
示
し
う
る
が
、
菅

〈
日
間
)

六
・
八
の
如
く
『
左
体
』
に
由
来
す
る
地
の
文
の
楚
を
刑
に
作
る
事
例
を
考
慮
す
る
と
、
仰
は
成
立
し
に
く
い
。
逆
に
、
漢
代
の
避
誌
を
組
た

(

幻

)

文
献
に
刑
が
散
見
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
秦
代
に
避
諒
さ
れ
た
も
の
が
漢
代
に
復
元
さ
れ
な
い
事
例
は
、
同
を
傍
誼
す
る
で
あ
ろ
う
。

が
上
掲
六
章
以
外
で
専
ら
楚
を
用
い
、
か
っ
そ
の
封
腰
部
に
つ
い
て
『
自
民
春
秋
』

・
『
韓
非
子
』
に
先
行
す
る
こ
と
は
、

『
国
語
』

『
園
語
』
の
大
部
分

が
泰
代
以
前
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
音
八

・
十

一
は、

『
園
一
語
』
各
一
軍
の
或
る
も
の
が
、
奏
代
以

降
に
完
成
し
た
こ
と
を
示
す
。



避
諸
に
つ
い
て
の
所
見
を
、

『
園
語
』
成
書
に
関
わ
る
先
の
推
論
に
加
味
す
る
と
、
次
の
如
く
に
な
る
。

(一〉

『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』
以
降
『
呂
氏
春
秋
』
以
前
(
前
二
七
五
|
二
五
O
頃〉

-・・
・・
・
大
半
の
部
分
の
成
立
、

一
躍
の
固
定

(
二
〉
秦
代
(
前
二
五
O
頃
|
二

O
七
)

楚
を
避
議
す
る
章
の
附
加

会
一
〉
漢
官
同
組
l
文
一
帝
一
(
前
二

O
六
l
一
五
七
)

j
i
-
-
:
:
:
金
書
に
つ
い
て
邦
・
恒
を
避
語
、
最
終
的
な
固
定

結

舌五
関口

本
稿
の
作
業
を
綿
括
し
て
お
こ
う
。
第
一
・
一
一
一
章
で
は
、
従
来
の
『
左
俸
』
・
『
園
語
』
比
較
で
、

『
左
俸
』
の
春
秋
俸
と
し
て
の
側
面
が
看

過
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
批
剣
的
に
ふ
ま
え
、
現
行
本
『
左
俸
』
の
要
件
た
る
、
①
春
秋
の
停
、
②
年
代
記
、

た
る
こ
と
の
痕
跡
が
『
園
語
』
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
現
行
本
の
要
件
を
備
え
た
『
左
俸
』
の
『
園
語
』
へ
の
先
行
を
確
認
し
た
。
第
三
章
で
は
、

の
諸
文
献
の
表
現
を
比
較
し
て
、
そ
れ
ら
の
相
関
的
先
後
を
確
認
し
、
さ
ら
に
避
詩
の
朕
況
を
勘
案
し
て
『
園
語
』
成
書
の
絶
封
年
代
を
推
定

『
園
語
』
と
他

- 25ー

し
た
。

『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』
と
『
園
語
』
の
封
腰
部
で
、
前
二
書
の
先
行
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
同
日
〉

羊
』
・
『
穀
梁
』
そ
の
も
の
を
針
象
と
す
る
研
究
史
で
は
、
こ
れ
ら
の
最
移
的
成
書
を
前
漢
ま
で
降
す
の
が
通
読
で
あ
る
。
一
方
で
、
公
穀
読
が

(
品
目
)

断
片
的
な
が
ら
も
秦
代
諸
文
献
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
時
黙
で
こ
れ
ら
の
封
立
的
見
解
の
整
序
は
保
留
せ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
秦
代
諸
文
献
に
散
見
す
る
公
穀
読
は
、
現
行
『
公
羊
』
・
『
穀
梁
』
の
素
材
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
偲
読
を
提

論
誼
過
程
に
お
け
る
問
題
黙
は

『公

示
し
て
お
く
。『

圏
一
語
』
濁
自
の
記
事
や
『
史
記
』
濁
自
の
春
秋
期
に
つ
い
て
の
記
事
の
存
在
を
以
て
、
現
行
本
『
左
俸
』
・
『
園
語
』
の
原
形
た
る

(

印

)

原
『
園
語
』
の
存
在
を
主
張
す
る
読
が
あ
る
が
、
第
一
・
二
一
章
の
所
見
か
ら
、
こ
の
設
は
成
立
し
が
た
い
。

ま
た
、

『
左
傍
』
・
『
圏
一
語
』
が
取
材
し
た

445 

春
秋
期
に
つ
い
て
の
猫
自
の
史
料
筆
の
存
在
は
否
定
し
が
た
い
が
、
そ
れ
を
一
箇
の
書
物
と
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
材
料
は
現
時
貼
で
は
何
ら
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認
め
が
た
い
。

さ
て
、
本
稿
の
作
業
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
園
語
』
を
構
成
す
る
各
章
を
個
別
に
他
文
献
の
封
腰
部
と
比
較
す
る
こ
と
に
基
づ
き
、

質
の
と

こ
ろ
、
そ
れ
ら
各
章
が
現
行
本
の
構
成
上
の
要
件
た
る
園
別
・
年
代
順
な
る
佳
例
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
誼
し
う
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
問
題
は
別
途
の
論
誼
を
要
し
、
現
時
貼
で
は
大
ま
か
な
展
望
を
示
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

(

日

)

『
園
語
』
濁
自
の
紀
年
が
『
史
記
』
に
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
漢
中
期
ま
で
に
確
定
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

現
行
本
の
睦
例
は

が
、
そ
う
し
た
直
接
的
誼
披
は
、

『
自
氏
春
秋
』
・
『韓
非
子
』
の
『
園
語
』
と
の
劉
庭
部
に
は
認
め
ら
れ
ず
、

こ
の
鰻
例
の
上
限
は
間
接
的
誼

竣
に
よ
り
推
測
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
臼
)

O
年
頃
以
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
何
分
侠
書
の
こ
と
で
不
確
買
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

『
圏
一
諾
』
的
文
献
の
最
古
の
も
の
と
し
て
は
、
浪
家
書
の
『
闘
語
』
三
篇
が
翠
げ
ら
れ
る
。
前
三

O

『
左
惇
』
の
記
事
に
言
論
を
付
し
た
魯
桓

(

臼

)

公
殺
害
の

一
簡
は
、
戦
園
晩
期
梢
晩
の
成
書
た
る
馬
王
堆
吊
書
『
春
秋
事
語
』
の
一
章
と
し
て
み
え
、
本
来
単
行
し
て
い
た
ら
し
い
。
大
匡
は

注
目
す
べ
き
は
、

『
管
子
』
大
匡
で
、
こ
れ
は
、
賛
桓
公
の
事
蹟
を
通
時
的
に
配
列
し
、
う
ち
、

- 26-

か
か
る
材
料
を
年
代
順
に
配
列
し
た
も
の
で
、
そ
う
し
た
過
程
は
、
現
行
本
の
帥
恒
例
を
も
っ
『
国
語
』
の
成
書
過
程
を
努
霧
さ
せ
る
。
覇
者
の

一
代
記
と
い
う
大
匡
の
性
格
は
、

忍田
文
公
に
閥
わ
る
菅
語
一
か
ら
四
に
共
通
す
る
。
上
述
の
如
く
、
大
匡
の
回
目
頭
の
一
簡
は
、

『
呂
氏
春
秋
』

よ
り
遡
る
の
で
、
大
匡
を
均
質
と
す
れ
ば
、

『事
語
』
↓
大
匡
↓
『
呂
氏
春
秋
』
な
る
先
後
閥
係
が
成
立
し
、
そ
の
成
書
年
代
は
戦
園
最
晩
期

(

臼

)

に
な
る
。
現
行
本
『
園
語
』
の
鐙
例
の
上
限
も
こ
の
頃
に
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
現
時
黙
で
は
確
誼
を
絞
く
。

最
後
に
指
摘
す
べ
き
は

第

一
に

本
稿
が
分
析
の
針
象
と
し
た
周
魯
菅
楚
語
も

質
は
均
質
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は

『
左
体
』
・
『
園
語
』
の
先
後
に
論
黙
を
集
中
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
四
語
十
六
篇
の
う
ち
、

(

日

)

的
に
は
分
析
が
及
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
成
書
の
重
層
性
乃
至
は
多
元
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
各
語
ご
と
の
よ
り
微
視
的
な
成
立
過
程
を
検
討

『
左
俸
』
と
封
醸
し
な
い
各
章
に
つ
い
て
は
、
費
質

『
左
停
』
と
の
封
慮
が
稀
薄
な
①
湾
語
、
②
呉
語

・
越
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
周
魯
菅

(

日

)

楚
誌
と
は
性
格
を
異
に
す
る
文
献
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
個
々
に
そ
の
文
献
的
性
格
を
解
明
す
る

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
二
の
問
題
は



と
と
も
に
、
そ
の
『
園
語
』

以
上
の
諸
貼
は
爾
後
の
課
題
と
し
た
い
。

へ
の
編
入
の
時
期
を
考
定
す
る
作
業
が
別
途
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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詰(
1
〉

諸
家
の
設
は
、
張
心
激
『
備
室
田
通
考
』

(
商
務
印
書
館
、
一
九
三
九

初
版
、
一
九
五
四
改
訂
版
)
・

鄭
良
樹
『
縮
問
問
書
通
考
』

(皐
生
堂
回
局
、

一
九
八
四
〉
を
参
照
。

(
2
〉

『
漢
書
』

司
馬
遷
俸
賛
「
及
孔
子
因
魯
史
記
而
作
春
秋
、
而
左
丘
明

論
輯
其
本
事
、
以
篤
之
停
、
叉
纂
異
同
局
園
語
」。

(

3

)

『後
漢
書
』
班
彪
停
「
定
哀
之
閥
、

魯
君
子
左
丘
明
論
集
其
文
、
作

左
氏
停
三
十
篇
、
叉
撰
異
問
、
鋭
日
園
語
、
二
十

一
篇」。

(
4
〉
『
漢
書
』
律
暦
士
山
下
「
春
秋
外
傍
目
、
少
美
之
表
、
九
察
飢
徳
、

頗

頭
受
之
、
乃
命
重
繋
」
(
楚
語
下一

一
は
「
及
少
線
之
衰
也
、
九
察
飢

徳
、
:
・
;
・
搬
頭
受
之
、
乃
命
南
正
軍
司
天
以
廊
一
柳
、
命
火
正
繋
司
地
以

厨
民
」
に
作
る
)
な
ど
。

〈

5
〉
吹
助
『
春
秋
集
停
纂
例
』
趨
氏
損
盆
義
第
五
引
「
且
左
俸
・
園
語
、

文
僅
不
倫
、
序
事
叉
多
訴
刺
、
定
非
一

人
所
第
也
、
蓋
左
氏
庚
集
諸
園

之
史
、
以
穆
春
秋
、
停
成
之
後
、
蓋
弟
子
及
門
人
見
嘉
謀
事
迩
多
不
入

博
、
或
有
雌
入
而
復
不
問
、
故
各
随
園
編
之
而
成
此
書
、
以
庚
異
聞

爾」。

(

6

)

『
惜
抱
軒
集
』
文
集
五
、
排
鄭
語
「
今
左
氏
傍
非
霊
郎
明
所
録
、
吾

国
論
之
失
、
若
圏
諸
所
載
、
亦
多
魚
左
簿
采
録
、
而
采
之
者
、
非
必
郎

明
也
、
叉
其
略
載
一
園
事
者
、
周
魯
菅
楚
而
己
、

若
班
円
郷
呉
越
、
首
尾

一
事
、
其
鐙
叉
異
、
輯
園
語
者
、
随
所
得
繁
簡
枚
之
、
而
郡
語

一篇、

吾
疑
其
亦
周
語
之
文
、
輯
者
別
出
之
者
」
。

(

7

)

『
株
澗
考
信
歓
録
』
各
三
、
左
子
「
余
按
、
左
停
之
文
、
年
月
井

井
、
事
多
貫
録
、
而
国
語
荒
唐
迩
妄
、
自
相
矛
盾
者
甚
多
、
左
体
紀
事

簡
潔
、
措
詞
亦
多
慢
要
、
而
園
語
文
詞
支
蔓
、
冗
弱
無
骨
、
断
不
出

於
一
人
之
手
明
甚
、
且
園
語
周
魯
多
卒
街
、
E

日
訟
は
多
尖
穎
、
呉
越
多
怒

放
、
即
図
語
亦
非
一
人
之
所
信
用
也
、
蓋
左
俸
一
書
、
采
之
各
図
之
史
、

師
春
一
篇
、
其
明
験
也
、
図
語
則
後
人
取
古
人
之
事
而
擬
之
潟
文
者
、

是
以
事
少
而
詞
多
、
左
博
一
詞
可
畢
者
、
図
語
累
章
而
未
足
也
L

。

(
8
〉
『
新
皐
係
経
考
』

漢
書
義
文
志
緋
俄
上
「
図
語
僅
一
書
、
而
士
山
以
魚

二
種
、
可
異
一
也
、
其
一

、
二
十一

篇
、
即
今
俸
本
也
、
其

て

劉
向

所
分
之
新
圏
語
五
十
四
第
、
・
・
・
蓋
五
十
四
篇
者
、
左
丘
明
之
原
本

也
、
飲
銃
分
其
大
半
凡
三
十
篇
以
震
春
秋
停
、
於
是
留
其
残
勝
、
綴
拾

雑
書
、
加
以
附
盆
、
而
魚
今
本
之
園
語
、
故
僅
得
二
十
一
篇
也
」
。

(

9

)

『
左
俸
の
成
立
と
其
の
展
開
』
(
大
修
館
書
広
、
一
九
六
一二
)
一

O

一
一ー
二
六
四
頁
。

(
日
〉
切
2
P
E
E
-ハ
R
K
3
p
=
Oお
H
F
F
h
ミ
宮
ミ
肺
門
札
H-Y
Q
R片
足
ミ
S
4

ミ
，
hb内
吋

E
'
n
b
R
33・
0
2
0
『
2
・m
-
EN白
・
小
野
忍
謬
『
左
停
民
俗

考』

(
文
求
堂
書
庖
、
一
九
三
九
)

一
|
一

O
八
頁
。

(
日
〉
卜
徳
「
左
侍
輿
圏
一語
」

(『
燕
京
皐
報
』

一
六
、
一
九
三
四
)
、
孫
海

波

「園
語
長
僑
考
」
ハ
同
〉
、

童
書
業

「園
語
輿
左
傍
問
題
後
案
」
(
『新

~ 27一
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江
省
立
図
書
館
館
刊
』
四
・
て
一
九
三
五
)
、
孫
次
舟

「
左
博
園
語

原
非
一
書
詮
」

(『資
善
半
月
刊
』

一
・
四
、
一
九
四

O
)、
張
以
仁

「
従
文
法
語
集
的
差
異
詮
園
語
左
侍
二
書
非
一
人
所
作
」
(
『
中
央
研
究

院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

一
一
一
四
、
一
九
六
二
)
な
ど
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
鄭
良
樹
前
掲
書
に
節
録
。

他
に
鴻
況
君
「
論
左
侮
輿
園
語
的
異

黙
」
(
『
新
月
月
刊
』
一

・
七
、
一
九
二
八
〉
、
術
緊
賢
「
図
語
的
研
究
」

(『古
史
研
究
』
第
一
集
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三

O
所
牧
)
、
楊
向
釜

「
論
左
停
之
性
質
及
其
輿
園
語
之
関
係
」〈
『史
皐
集
刊
』

二
、
一
九
三

六
、
の
ち
『
鐸
史
荷
風
平
術
文
集
』
、
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
八
三
所

枚
〉
、
劉
節
「
左
侍
図
語
史
記
之
比
較
研
究
」
(『
設
文
月
刊
』
五

・

て
二
、
一
九
四
四
、
の
ち
『
古
史
考
存
』
、
人
民
出
版
社
、

一
九
五

八
所
牧
)
、
張
以
仁
「
論
図
語
奥
左
偲
的
関
係
」
(『
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
集
刊
』
一
一
一
一
一
一
、

一
九
六
二
)
、
顧
韻
剛
『
春
秋
三
停
及
図

語
之
綜
合
研
究
』
(
中
華
醤
局
香
港
分
局
、
一
九
八
八
)
な
ど
。

(
ロ
〉
鎌
田
氏
は
、
現
行
本
『
図
語
』
狽
自
の
記
事

・
『史
記
』
溺
自
の
春

秋
期
の
記
事
の
存
在
を
根
鎗
に
、
現
行
本

『
左
侮
』
・
『
園
語』

共
通
の

原
書
た
る
原

『
圏
諸
問』
の
存
在
を
主
張
し
、
現
行
本

『
園
語
』
は
劉
向

が
原

『
図
語
』
よ
り

『
新
圏
諸
問
』
を
製
作
し
た
際
の
残
徐
で
あ
る
が
、

原
本
の
面
目
を
保
持
す
る
と
す
る
(
鎌
田
前
掲
書

一
八
一
|
二

O
一

頁
)
。
ま
た、

大
野
峻
氏
は
、
班
闘
に
従
い
、
「
図
語
は
生
の
ま
ま
の

資
料
を
記
し
、
左
附
聞
は
数
養
に
よ
っ
て
純
化
さ
れ
た
文
語
で
あ
る
」
と

論
ず
る
(『
図
器
官
、
明
徳
出
版
社
、

一
九
六
九
、
一
四
頁
〉
。
現
行
木

に
つ
き
、

『
圏
一詩
』
の

『
左
停
』
へ
の
先
行
を
事
賃
上
主
張
す
る
わ
け

だ
が
、
表
現
の
具
鎧
的
分
析
に
基
づ
く
論
鐙
を
飲
く
。

(
日
〉
註
(

6

)

・
(
7
〉
参
照
。
制
御
語
も
『
左
停
』
と
の
劉
態
が
認
め
ら
れ
な

い
の
で
本
稿
で
は
考
察
し
な
い
が
、
大
野
氏
は
、
こ
れ
が
本
来
周
語
の

一
章
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
氏
は
、

湾
奥
腿
語
は
個
別
の
偶
者
の

一
代
記
を
採
録
し
た
も
の
と
す
る
。
(
前
掲
書
一
一
一
一
一
|
三
九
頁
及
び

「
図
語
の
諸
閣
と
鄭
語
の
疑
問
黙
」
、
『
東
海
大
闘
争
紀
要
』
文
察
部
一

二
、
一
九
六
九
)

(
H
〉

『
圏
一諾
』
各
篇
の
分
議

・
章
次
は
上
海
古
籍
出
版
社
本
(
一
九
七

八
)
に
従
う
。

(
日
〉
周
中
一
「
釧
刈
伐
間
」
(
信
二
十
経
「
捌
刈
入
閉
じ

・
周
下
三
「
景

国
嗣
、

E
E大
配
」
(
昭
二
十
二
経
「
天

E
樹、

:
:-E
割
配
」
)
・
菅

五

・
四
「
劇
刈
制
昭
公
」
(
文
十
六
経

「到
刈
制
其
君
杵
臼
」
〉
は
一

部
の
み
経
文
に
針
路
す
る
が
、
同
様
に
経
文
の
引
用
に
係
る
と
思
わ
れ

ヲ
令
。

(
日
四
)
同
様
に
『
公
羊
』

・
『穀
梁
』
の
表
現
を
別
の
意
味
に
よ
み
か
え
て
用

い
る
事
例
は
『
史
記
』
に
散
見
す
る
。
拙
稿
「
史
記
述
春
秩
経
停
小

考
」

(
『
史
林
』
七
一
・
六
、
一
九
八
八
)
参
照
。

(
口
)

菅
二
・一

に
は
、

『
左前開』

億
四

・
『
穀
梁
』
倦
十
の
折
衷
が
認
め

ら
れ
る
。
拙
稿
「
春
秋
事
語
考
」
(
『
泉
屋
博
古
舘
紀
要
』
六
、
一
九
八

九
)
参
照
。

ハ
日
〉
周
上
六
「
(
宣
王
〉
三
十
九
年
」

・
周
上
八

「
(
宣
王
)
三
十
二
年
、

春
」・

周
上
十
「
幽
王
二
年
、
:
:
十
一
年
」
・
周
中
七
「
(
定
王
)
六

年
」
・
周
下
五
「
景
王
二
十
一
年
」
・
周
下
六
「
(
景
王
)
二
十
三
年
」

は
年
次
、
周
上
二

ご

年
」・

周
上
三
コ
二
年
」
・
菅
九

・
十
九

「三

年
」

・E
日
九
・
二
十
「
五
年
」
は
年
数
で
あ
る
。
そ
の
他
、

郵
語
に
も

「
幽
王
八
年
、
:
・

・九
年
、
・
:
・
十
一
年
」
の
年
次
が
み
え
る
。
こ
れ

ら
『
闘
語
』
獅
自
の
紀
年
史
料
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
史
記
原
始
(
-
〉

- 28ー
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ト

l
西
周
期
・
東
遷
期
|
|
』

照。

ハ
日
)
育
四
・
十
二
章
注
「
買
侍
中
以
潟
閏
徐
十
八
、
間
在
十
二
月
後
、
魯

史
間
信
用
正
月
、
菅
以
九
月
魚
十
月
而
置
閏
也
」
。

(
m
N
〉
杜
預
『
春
秋
経
俸
集
解
後
序
』
「
荘
伯
之
十
一
年
十
一
月
、
魯
隠
公

之
元
年
正
月
也
、
皆
用
夏
正
建
寅
之
月
第
品
鵬
首
」
。

(
幻
〉
帥
-
M
刊
の
経
文
に
射
し
、
そ
れ
ぞ
れ
信
五
「
菅
侯
使
以
殺
大
子
申
生

之
放
来
告
」
・
傍
十
一
「
E
日
侯
使
以
本
鄭
之
鋭
来
告
」
と
あ
る
。

(
沼
〉
謝
秀
文

「春
秋
左
俸
記
時
差
違
探
源
」
は
三
十
七
例
を
嬢
出
し
、
ぅ

ち
二
十
二
例
は
俸
の
紀
年
の
方
が
早
い
。
『
春
秋
=
一
停
考
異
』
(
文
史

哲
出
版
社
、
一
九
八
四
)
所
枚
。

(
お
〉
王
鱈
『
春
秋
長
歴
考
正
』
(
『
春
秋
歴
皐
三
種
』
、
中
筆
書
局
、

一
九

五
九
)
「
俸
二
月
甲
午
、

E
日
師
軍
於
底
柳
、
二
月
無
甲
午
、
以
下
鐙
差

一月
L

。

(
川
品
〉
恵
公
の
死
を
経
文
は
信
二
十
四
に
繋
け
る
が
錯
簡
に
係
る
。
願
炎
武

『
日
知
録
』
巻
三
、
三
正
、
参
照
。

(
お
)
耳
目
侯
に
つ
い
て
は
と
き
に
年
内
改
元
が
行
わ
れ
て
い
た
。
註
(
却
)

「妊
伯
之
十
一
年
十
一
月
、
魯
際
公
之
元
年
正
月
也
」
の
曲
沃
妊
伯

ゃ
、
侯
馬
載
書
・
温
豚
載
書
所
見
の
E

固
定
公
の
年
数
も
年
内
改
元
に
よ

る
。
拙
稿
「
E

日
園
出
土
載
書
考
」
(
『
古
史
春
秋
』
二
、
一
九
八
五
)
参

照。

(
お
)
主
絡
前
掲
書
五
六
l
六
一
頁
、
張
培
議
前
掲
書
一
四
九
|
一
五
二
頁

参
照
。

(
幻
〉
『
左
俸
』
褒
二
十
二
に
「
夏
、
耳
目
人
徴
朝
子
鄭
、
鄭
人
使
少
正
公
孫

僑
封
目
、
在
菅
先
君
悼
公
九
年
、
我
寡
君
於
是
即
位
」
と
あ
る
。
経
文

〈
『
古
史
春
秋
』
四
、

一
九
八
七
)
参

は
、
先
代
の
鄭
伯
た
る
信
公
の
卒
を
裏
七
年
十
二
月
丙
氏
、
葬
を
八
年

夏
と
す
る
。
裏
七
|
八
を
青
年
表
は
菅
悼
公
七
|
八
年
と
す
る
が
、
夏

暦
は
郷
信
公
卒
を
E
日
悼
公
八
年
九
月
、
葬
を
九
年
二
|
四
月
と
し
、
褒

二
十
二
の
記
事
に
適
合
的
と
な
る
。
王
舗
前
掲
書
五
九
l
六
O
頁
、
張

培
議
前
掲
書
一
五

一
頁
参
照
。

(
叩
叫
〉
も
っ
と
も
、
成
十
八
左
停
正
義
は
「
話
国
語
云
、
正
月
乙
酉
、
公
即

位
」
と
一
本
が
コ
一
月
」
を
「
正
月
L

に
作
る
と
す
る
。
こ
れ
に
到

し
、
主
引
之
『
経
義
述
閲
』
園
語
下
、

二
月
乙
酉
は

「E
日行
夏
時
、
二

月
賞
震
十
二
月
、
:
:
:
案
正
字
削
十
二
之
合
議
也
」
と
論
ず
る
。
王
設

に
従
え
ば
、
耳
目
語
は
『
左
俸
』
の
紀
年
を
夏
暦
に
換
算
済
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
、
更
に
は
菅
語
が
『
左
俸
』
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
原
史

料
を
利
用
し
え
た
可
能
性
さ
え
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
「
正
」
は

「
十
一
亡
の
認
で
あ
る
と
同
程
度
に
コ
一
」
の
穏
で
も
あ
り
う
る
の
で

あ
っ
て
、
王
設
に
は
俄
に
は
従
い
難
い
。
張
以
仁
『
図
語
耕
誼
』
(
蓋

湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
九
)
参
照
。

(
勾
)
林
巳
奈
夫
「
股
|
春
秋
前
期
金
文
の
書
式
と
常
用
語
句
の
時
代
的
援

遷
」
(
『
東
方
皐
報
』
京
都
五
五
、
一
九
八
三
)
、
江
村
治
樹
「
春
秋
時

代
青
銅
標
銘
文
の
書
式
と
用
語
の
時
代
的
鎚
遜
」
(
『
名
古
屋
大
摩
文
察

部
研
究
論
集
』
一

O
四
(
史
皐
二
五
〉
、
一
九
八
九
〉
。

(
叩
却
)
註
(
日
)
前
掲
諸
論
文
参
照
。

(
況
)
註
(
U
〉
前
掲
童
書
業
論
文

・
鎌
田
前
掲
書
一
九
三

l
二
O
O頁
は

『
圏
一
語
』
↓
『
左
停
』
の
説
明
に
こ
れ
を
用
い
る
。

鎌
田
前
掲
書
一
一
一

l
一一一一九頁。

カ
ー
ル
グ
レ
ソ
前
掲
書。

註
(
灯
〉
前
掲
拙
稿
参
照
。
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(
お
)
劉
正
浩
『
周
秦
諸
子
池
左
侮
考
』

(
妥
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六

六
〉
・
同

『
雨
弘
、諸
子
述
左
体
考
』
(
向
、
一
九
六
八
)
参
照
。

(
お
)
註
(
日
)
前
揚
諸
論
文
、
と
り
わ
け
張
以
仁
「
従
文
法
話
公
的
差
異
設

図
語
左
侍
二
番
非
一
人
所
作
」
参
照
。

(
幻
)
木
稿
で
は
よ
り
兵
般
的
な
文
献
間四
十
的
断
代
へ
の
迎
合
性
を
加
味
し
、

前
四
五
三
|
三
七
O
頃
を
戦
闘
前
期
、
前
三
七
O
三
O
O
頃
を
中

期
、
前
三
O
O
|
二
五
O
頃
を
晩
期
、
前
二
五
O
頃
l
二
O
七
を
秦
代

と
絡
す
る
。
各
文
献
の
一
際
の
紹
針
年
代
に
つ
い
て
は
、
註
(
口
)
前
掲

拙
稿
参
照
。

(
お
〉
馬
王
堆
政
基
問
書
整
理
小
組
『
馬
王
堆
漢
基
舟
古
〔
萱
〕
』
(
文
物
出

版
社
、
一
九
八
O
Y

(
ぬ
)
正
統
道
磁
・
恭

『
道
徳
経
古
木
筋
』
(
仰
一笑
木
)
の
原
木
に
つ
い

て、

影
粕
『
道
管
興
経
柑
荒
波
雑
説
』
(
同

・
長
)
に
謝
守
級
『
老
若
武

録』

を
引
き

「
騎
得
失
考
版
然
木
、
勘
数
其
字
云
、
項
羽
妥
本
、
碑円武

卒
五
年
、
影
城
人
間
項
初
姿
塚
得
之
」
と
あ
る
。
こ
の
項
初
姿
本
が
或

は
秦
代
以
前
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
武
内
義
雄
「
老
子
の
研
究
」

(
『
武
内
義
雄
全
集
』
五
、
角
川
書
庖
、

一
九
七
八
所
収
)
参
照
。

(

ω

)

表
6
註
の
田
恒
↓
田
常
、
恒
山
↓
常
山
、
微
子
啓
↓
微
子
問
、
公
子

啓
↓
公
子
聞
な
ど
人
名

・
地
名
を
改
陪
従
す
る
も
の
が
、
そ
れ
に

首
た

る
。
逆
に
、

『左
侍
』
が
回
常

・
微
子
関
を
用
い
ず
、
陳
恒

・
微
子
啓

の
み
を
用
い
る
こ
と
や
、

『延
子
』
が
微
子
啓
の
み
を
用
い
る
こ
と

は
、
こ
れ
ら
が
恒

・
騒
を
避
け
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。

(川町)

『呂
氏
春
秋
』

・
『
斡
非
子
』
は
楚
|
刑
を
併
用
す
る
。
秦
妊
袈
王
師

位
(
よ
り
般
密
に
は
、
六
闘
の
笹
領
域
に
つ
い
て
は
楽
に
よ
る
併
合
)

以
前
に
固
定
し
た
材
料
を
そ
の
ま
ま
採
用

・
抄
潟
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
註
(
げ
〉
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
必
〉
『
雄
記
』
曲
陸
上
「
卒
突
乃
誇
」
を
根
媛
に
生
誇
を
否
定
す
る
論
者

も
あ
る
が
、
始
皇
期
の
一
次
的
成
立
が
確
貨
な
察
側

・
奈
m叶
が
「
政
」

を
全
く
用
い
ず
、
「
端
」
を

「
正
」
に
代
用
す
る
事
貨
を
考
慮
す
る

と
、
在
位
中
の
君
主
へ
の
遊
詩
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
註
(
げ
)
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
必
)
『
史
記
』
に
惑
帯一
本
紀
が
な
い
の
は
か
か
る
観
念
の
結
果
で
あ
ろ

よソ。

(
U
M

〉
鋒
回
前
世
間
書
一
一
一
一
一
頁
。
他
に
「
築
盈
」
を
菅
世
家

・
思
日
年
表
が

「
奨
逗
」
に
作
る
事
例
が
あ
る
。

(
必
)
前
漢
中
期
以
降
、
漢
代
の
遊
詩
に
つ
い
て
は
「
遊
詩
不
謹
」
の
問
題

な
ど
、
別
途
の
検
討
を
市
討
す
る
。
陳
垣
「
史
詩
穆
例
」
(
『
胤
転
卦
一回口医
叢

刻』
、
北
京
師
範
大
祭
出
版
祉
、
一

九
八
二
所
牧
)
参
照
。

(
日
開
)
成
十
六
左
「
楚
展
聡
菩
軍
而
隙
、
軍
吏
8
Yノ
ι
」
↓
菅
六
・
八
「
制
堅

耳目軍
、
軍
吏
患
之
」
。

(

U

)

例
え
ば
『
韓
詩
外
侮
』
は
楚
六
十
七
例
に
到
し
刑
七
例
を
用
い
る
。

(
必
)
佐
川
修
司
春
秋
皐
論
考
』
(
東
方
書
庖
、
一

九
八
一
二
)
四

一
|
六
二

頁。

(
川
り
)
内
野
熊
一
郎
『
秦
代
に
お
け
る
経
書
経
設
の
研
究
』
(
東
方
文
化
摩

院
、
一
九
三
九
)
六
八
|
七
O頁。

(
印
)
註
(
ロ
)
鎌
田
設
な
ど
。

(
日
)
註
(
日
)
の
年
次
の
う
ち
周
上
六
(
脚
本
紀
)・

周
上
八
(
周
本
紀

・

魯
世
家

・
魯
年
表
)・

周
上
十
(
周
本
紀

・
周
年
表
)
が
、
年
以
の
う

ち
周
上
二
、
三
(
と
も
に
周
本
紀
、
以
上
、

括
弧
内
は
採
用
先
)
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鄭
語
の
年
次
が
鄭
世
家
・
鄭
年
表
に
参
用
さ
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れ
て
い
る
。

(
臼
)

墨田輩出』

東
哲
侮
「
初
、
太
康
二
年
、
汲
郡
人
不
準
盗
設
貌
袈
王

墓
、
或
言
安
麓
王
之
家
、
得
竹
書
数
十
車
、
:
・
:
図
語
三
筋
、
言
楚
否

事
L

。
袈
王

・
安
盤
王
の
在
位
は
そ
れ
ぞ
れ
前
三
一
八
二
九
六
、
前

二
七
六
|
二
四
三
で
あ
る
(
楊
寛
『
戦
園
史
』
、
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
八

O
Y
ま
た
、
件
出
し
た
『
竹
書
紀
年
』
は
衷
王
(
今
王
〉
一
一

十
年
(
前
二
九
九
〉
で
終
わ

っ
て
い
る
。

(
臼
〉
註
(
幻
〉
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
臼
〉
園
別
・
年
代
順
の
帥
恒
例
は
現
行
本

『
戦
闘
策
』

に
も
認
め
ら
れ
る

が
、
劉
向
叙
録
「
所
校
中
戦
園
策
書
、
中
書
餓
忠
信
、
錯
飢
相
繰
菖
、
叉

有
園
別
者
八
筋
、
少
不
足
、
臣
向
因
園
別
者
、
略
以
時
次
之
、
分
別
不

451 

以
序
者
、
以
相
補
、
除
復
重
、
得
三
十
三
篇
」
よ
り
、
そ
の
確
定
は
前

漢
晩
期
に
降
る
。

(
日
〉
戸
田
弘
「
園
語
成
立
私
考
」
上
下
(『
東
洋
文
化
』
〈
無
窮
曾
)
復
刊

一
九
・
二

O
、
二
て
一
九
六
九
)
は
、
私
見
に
後
れ
ば
、
方
法
・
論

誼
過
程
に
つ
い
て
遺
憾
の
黙
が
少
な
く
な
い
が
、
各
語
を
章
ご
と
に
検

討
し
、
複
数
の
一軍
牽
に
分
け
る
論
船
舶
は
、
傾
聴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(
日
〉
註
〈
日
)
大
野
設
な
ど
。

本
稿
は
、
卒
成
元
年
度
文
部
省
科
察
研
究
費
補
助
金
(
奨
励
研
究

ω)
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Ａ BIBLIOGRAPHICAL STUDY OF THE GUOYび

YOSHIMOTO Michimasa

　　　

Documentary

　

classics

　

of the　pre-Qin　period generally　have　many

bibliographical problems, and the Guoyu 國語is no exception. Above all,

the chronological order in which the Guoyu and the Ｚｕｏｚhｕａｎ左傅

commentary (many　parts of which are common to the　Guoyu) were

completed and quotations common to both have not been explained well

enough.

　

This article is an attempt to clarify the order in which several

sections of the Ｇｍｏｗ,namely the Ｚｈｏｕｙｕ周語, Luyu魯語， Ｊｉｊｉｙｕ晋

語,　Cfitりｕ楚語, and the Ziｔｏｚfiｕａｎcommentary were completed, and to

date the completion of the Ｇｕｏｙｕ｡

　　　

In the first part, by comparing the S搾仇ｇ ａｎｄＡｕtｕｍｎＡｎｎａｌｓ　ａnd

the commentary sections　of the　Ｚｕｏｚhｕａｎ　(こommentary,and the Gong-

ｙａｎｇｚhｕａｎ公羊傅and

　

Ｇｕlianｓｚｈｕａｎ穀梁傅commentaries with the

Guoyu, it can be concluded that the Guoyu or at least certain parts of it,

were completed after the spring and Autumn Annals and its commentaries｡

　　　

In the second part, by investigating the dates recorded in the Guoyu

which are contradictory to those in the Ｚθに/zびα,２commentary, it can be

concluded that the Ｇｕｏｙｕwas completed after the y.iiozhuαz２commentary.

These differences were caused by subsequent changes in the Ｇｕｏｙｕbased

on the premis that the author(s) of the Zuozhuan commentary had changed

the original material｡

　　　

In the third part, some Chinese characters (eχpressing certain mean-

ings) used in the Guoyu　are　compared　with　those　of　other　pｒｅ･Qin

documentary

　

classics

　

and, in　addition, with　those　in　the　y.uozhuan

commentaries. The order in which they were completed is also ｅχamined.

Finally, the avoidance of Chinese characters used to write the names　of

Emperors, regarded as taboo, was observed in the Guoyu and other pre-

Qin documentary classics. From these findings, the period in which the

Ｇｕｏｙｕwas completed can be given specific parameters.
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